
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-07-14

黄遵憲「日本雑事詩」訳注稿（二十六）

(Citation)
未名,40・41:153-185

(Issue Date)
2023-01

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/0100488494

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/0100488494

林, 香奈
劉, 雨珍



五ロ
一＿―-ロ B

 
①
初
胎
花
事

絶
し
、
奇
花

一
道
棋
腰
頻
結
束

霊
将
桃
杏
嫁
東
風

初
胎
花
事
超
春
融

祝
語
丁
宵
休
洗
紅

A
 

「
其
百
八
十
六
」

黄
遵
憲

初
胎
の
花
事
は

②
超
春
融

し

ゅ

ん

ゆ

う

お

春
融
を
超
う

べ

に

や

紅
を
洗
う
を
休
め
よ
と

「
日
本
雑
事
詩
」

祝
語
は
丁
寧
な
り

一
道
の
梧
腰
頻
り
に
結
束
し

も

か

尽
く
桃
杏
を
将
っ
て
東
風
に
嫁
せ
し
む

訳
注
稿

（
二
十
六
）

④
丁
③
祝

底
を

[
韻
字
]
融
・
紅
・
風
（
上
平
一
東
）

初
胎
と
は
花
が
っ
ぽ
み
を
含
み
始
め
る
状
態
。
花
事
と
は
開
花
の
状
態
。
唐
の
司
空
図
『
二
十
四
詩
品
』
精
神
に
、
「
明
濁

初
め
て
胎
す
」
と
あ
る
。
ま
た
北
宋
の
胡
寅
「
春
日
幽
居
示
仲
固
彦
沖
十
絶
」
其
六
に
「
花
事
は
先
ず
桃
李
従
り
来
り
、
海
棠
紅
杏
即

ち
相
い
催
す
」
（
『
斐
然
集
』
巻
四
）
と
あ
る
。
春
に
な
っ
て
氷
や
雪
が
溶
け
て
和
ら
い
だ
様
子
。
唐
の
羅
隠
「
春
日
湘
中
題
岳
麓
寺
僧

院
」
詩
に
「
春
の
融
く
る
は
只
だ
乾
坤
の
酔
え
る
を
恐
れ
、
水
の
闊
き
は
深
く
世
界
の
浮
け
る
を
知
る
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
二
三
九
）
と
あ
る
。

祝
福
の
言
葉
。
唐
の
沈
亜
之
「
祠
漢
武
帝
祈
雨
文
」
に
「
巫
人
に
因
り
て
以
て
其
の
祝
語
を
達
す
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
九
九
六
）
と
あ
る
。

林

香

奈

劉

雨

珍

訳

注
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D
 

無
数
の
実
が
結
ば
れ
た
。

切
に
祈
り
の
言
葉
を
捧
げ
る
。
処
女
の
ス
カ
ー
ト
の
腰
紐
を
探
し
て
樹
木
に
繋
い
で
お
く
と
、
桃
や
杏
の
花
が
春
風
に
嫁
い
だ
如
く
、

力
め
て
農
学
を
求
む
。
欧
洲
の
植
物
家
に
雌
雄
配
合
法
と
日
う
有
り
。
花
果
草
木
も
、
亦
た
交
合
し
て
而
る
後
に
子
を
結
ぶ
を
謂

そ
こ
な

う
。
凡
そ
蕊
の
中
に
含
む
所
の
黄
粉
は
、
蜜
を
用
い
て
塗
射
す
れ
ば
、
則
ち
花
さ
く
時
に
風
雨
も
て
傷
わ
れ
ず
、
粉
は
厚
く
し
て
実

ま

す

ま

す

た

め

は
倍
繁
し
。
文
昌
雑
録
を
考
う
る
に
、
称
す
る
に
、
一
媒
姥
の
杏
花
多
き
も
実
ら
ざ
る
を
見
て
、
日
く
、
来
春
与
に
此
の
杏
に
嫁
了
せ

じ

な

ん

ん
と
。
乃
ち
処
子
の
桔
一
腰
を
索
め
て
杏
上
に
繋
ぎ
、
既
に
し
て
酒
を
奨
し
呪
哺
し
て
頌
祝
す
る
に
、
果
し
て
子
を
結
ぶ
こ
と
無
数
な

c
 春の
足
元
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
花
が
つ
ぼ
み
を
含
み
始
め
開
花
の
季
節
を
迎
え
た
。
雨
で
花
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
と
、
懇

い
ず
」
（
『
李
賀
歌
詩
集
』
巻
一
）
に
基
づ
く
。

「
誰
か
湖
寺
の
西
南
路
を
開
く
、
草
緑
に
し
て
拮
腰
一
道

あ
る
。

懇
切
。
注
意
深
く
念
入
り
で
あ
る
こ
と
。
杜
甫
「
漫
興
九
首
」
其
一
に
「
即
ち
花
を
し
て
開
か
し
む
る
こ
と
深
く
造
次
し
、
便
ち
鶯
を
し
て
語
ら

は
な
は

し
む
る
こ
と
太
だ
丁
寧
な
り
」
（
『
杜
工
部
詩
集
』
巻
七
）
と
あ
る
。
⑤
休
洗
紅
魏
晋
時
代
に
伝
わ
る
古
楽
府
の
曲
名
。
「
休
洗
紅
」
其
一
に
「
紅
を

洗
う
を
休
め
よ
、
洗
う
こ
と
多
け
れ
ば
紅
色
淡
し
。
…
…
人
寿
百
年
は
能
＜
幾
何
ぞ
、
後
に
来
る
新
婦

南

⑥
一
道
裾
腰

一
道
は
一
筋
の
意
。
拮
腰
は
ス
カ
ー
ト
の
腰
に
巻
い
て
結
ぶ
部
分
。
白
居
易
「
杭
州
春
望
」
詩
（
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
）
に

斜
め
な
り
」
と
あ
る
。

と
呼
ば
れ
た
（
ザ
追
公
備
『
過
庭
録
』
）
。
「
嫁
東
風
」
は
李
賀
「
南
園
十
三
首
」
其
一
に
「
憐
む
可
し

⑦
結
束

日
暮
れ
て
嬉
香
落
ち
、
春
風
に
嫁
与
し
て
媒
を
用

美
人
」
詩
に
「
能
く
結
束
す
る
に
関
す
る
に
非
ら
ず
、
本
よ
り
自
か
ら
細
き
腰
肢
」
（
『
芸
文
類
緊
』
巻
十
八
）
と
あ
る
。

先
の
詞
「
一
叢
花
令
」
に
「
恨
み
に
沈
み
て
細
か
に
思
う
、
桃
杏
の
猶
お
解
く
東
風
に
嫁
ぐ
に
如
か
ず
」
と
あ
り
、
欧
陽
脩
に
「
桃
杏
嫁
東
風
郎
中
」

⑧
桃
杏
嫁
東
風

北
宋
の
張

紐
や
縄
な
ど
で
結
ん
で
束
ね
る
こ
と
。
梁
の
庚
肩
吾
「
詠

今
は
婆
と
為
る
」
（
『
古
詩
紀
』
巻
五
十
三
）
と
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F
 

巻
十
六
）
と
あ
る
。

事
」
の
条
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
補
注
G
①
参
照
。

E
 
り
と
。
蓋
し
亦
た
酒
漿
膏
を
以
て
之
を
粘
し
、
但
だ
託
す
る
に
神
巫
を
以
て
し
、
而
る
に
其
の
理
に
通
じ
ざ
る
の
み
。

①
欧
洲
植
物
家
有
曰
雌
雄
配
合
法

窟
外

③
媒
姥

④
眠
哺

「
玉
篇
』
巻
五
「
口
部
」
に
「
呪
は
呪
哺
な

北
宋
の
寵
元
英
の
撰
で
、
主
と
し
て
尚
書
省
で
の
見
聞
を
記
録
。
こ
の
話

オ
ラ
ン
ダ
人
の
農
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ホ
イ
ブ
レ
ン
ク

(
D
a
ni
el
H
o
oi
b
r
e
n
k
、
一
八
一
三
ー
一
八
九
五
）
の
原

著
M
et
h
o
d
of
 C
ul
t
i

v
at
i

o
n
、
E
xp
l
di
n
e
d
b
y
T
h
r
e
e
D
`
.
r
e
nこ
'

J

r
o
c
e
s
s
e
s
を
津
田
仙
(
-
八
三
七
＼
一
九

0
八
）
が
明
治
七
年
(
-
八
七
四
）
、

ホ
ー
イ
ブ
レ
ン
ガ

『
荷
衣
伯
連
氏
法

農
業
三
事
』
と
し
て
訳
し
て
刊
行
し
、
日
本
の
農
業
関
係
者
に
紹
介
し
た
。
上
巻
は
「
気
筒
」
（
気
筒
を
地
中
に
埋
め
て
田
畑
を
肥
や

す
法
）
、
「
樹
枝
恨
曲
」
（
草
木
の
枝
を
曲
げ
て
枝
の
力
を
削
ぎ
幹
の
力
を
増
大
さ
せ
、
花
や
実
を
成
熟
さ
せ
る
法
）
な
ど
に
つ
い
て
、
下
巻
は
「
雌
雄
配

合
法
」
（
人
工
的
に
草
木
の
実
を
結
ば
せ
る
法
）
に
つ
い
て
、
図
解
付
き
で
説
明
し
て
い
る
。
『
荷
衣
伯
連
氏
法
農
業
三
事
』
巻
之
―
-
「
人
工
を
以
て
草

そ

れ

ぞ

れ

こ

う

こ

う

木
の
実
を
結
ば
し
む
る
事
」
に
「
夫
れ
草
木
も
動
物
の
如
く
雌
雄
あ
り
て
、
花
の
開
き
た
る
時
、
皆
夫
々
に
交
購
し
て
、
実
を
結
ぶ
こ
と
猶
人
類
の
懐

お

ぴ

妊
せ
る
に
異
な
ら
ず
。
草
木
と
も
に
、
一
花
の
内
に
、
雌
雄
の
蕊
を
具
ふ
る
も
の
（
雌
雄
両
全
花
）
多
し
。
花
心
に
在
て
そ
の
頭
に
、
蜜
を
帯
着
た
る

い
っ
ぽ
ん
の
き

も
の
ハ
、
雌
蕊
な
り
。
又
其
周
囲
に
、
黄
粉
を
帯
着
た
る
も
の
ハ
、
雄
蕊
な
り
。
又
一
根
樹
の
内
に
、
雌
花
・
雄
花
を
共
に
具
ふ
る
も
の
あ
り
。
又
雌

木
、
雄
木
と
全
く
其
根
を
殊
に
す
る
も
の
あ
り
。
（
中
略
）
荷
氏
農
業
三
事
の
内
に
て
、
最
も
世
に
利
益
あ
る
発
明
ハ
、
草
木
の
花
開
き
た
る
時
、
雌
蕊

雄
蕊
の
交
購
を
媒
酌
し
、
実
を
多
く
結
ば
し
め
、
且
善
く
豊
登
し
む
る
の
工
夫
な
り
」
と
あ
る
。
黄
遵
憲
は
『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
農

は
『
文
昌
雑
録
』
巻
一
に
見
え
る
。
原
文
は
補
注
G
②
参
照
。

り
。
小
声
に
し
て
多
言
な
り
」
と
あ
る
。
劉
兼
「
春
燕
」
詩
に
「
多
時

⑤
酒
漿
膏

日
本
は
農
学
の
知
識
を
熱
心
に
求
め
て
い
る
。

②
文
昌
雑
録

仲
人
婆
さ
ん
。

語
は
呪
哺
に
し
て
、
只
だ
佳
人
の
繍
簾
を
捲
く
を
要
す
」
（
『
全
五
代
詩
』

酒
の
上
に
ぎ
ら
ぎ
ら
と
浮
き
上
が
っ
て
い
る
も
の
。
酒
膏
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
物
学
者
が
雌
雄
配
合
法
と
い
う
も
の
を
発
明
し
た
。
そ
の
原
理
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G
 

一
経
交
合
則
香
薄
味
遜
、
人
見
雄
草
輛
斐
除
之
、

は
、
花
や
果
物
、
草
木
な
ど
も
す
べ
て
雌
雄
の
交
合
を
経
て
か
ら
種
を
結
ぶ
こ
と
を
言
う
。
お
よ
そ
蕊
の
中
に
含
ま
れ
る
黄
粉
を
蜜
で

塗
っ
て
お
く
と
、
開
花
の
時
に
風
雨
に
遭
っ
て
も
傷
つ
け
ら
れ
ず
、
花
粉
が
厚
く
て
実
が
二
倍
に
茂
る
。
『
文
昌
雑
録
』
を
調
べ
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
あ
る
仲
人
婆
さ
ん
は
、
杏
の
樹
に
花
が
多
い
の
に
実
が
な
い
の
を
見
て
、
「
来
春
は
こ
の
杏
に
嫁
を
や
ろ

う
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
処
女
の
ス
カ
ー
ト
の
腰
紐
の
部
分
を
探
し
て
杏
の
樹
に
繋
ぎ
、
そ
れ
か
ら
酒
を
備
え
て
、
む
に
ゃ
む
に
ゃ
と

さ
か
あ
ぶ
ら

祈
り
の
言
葉
を
捧
げ
る
と
、
果
し
て
無
数
の
実
を
結
ん
だ
と
い
う
。
恐
ら
く
こ
れ
も
ま
た
酒
膏
で
花
粉
を
固
め
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
た

だ
巫
女
に
託
す
る
ば
か
り
で
、
こ
の
道
理
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

①
『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
農
事
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

近
世
農
学
家
於
欧
洲
得
三
新
法
、
一
日
気
筒
。
（
中
略
）
一
日
樹
枝
偲
曲
法
。
（
中
略
）
一
日
雌
雄
配
合
法
。
凡
花
果
草
木
、
皆
有
雌
雄
、

亦
交
合
而
後
結
子
、
以
蜜
為
媒
助
、
則
結
実
較
盛
、
而
収
穫
倍
常
。
（
草
木
之
類
、
有
一
花
内
具
雌
雄
双
蕊
者
、
花
心
中
如
蜜
者
為
雌
蕊
、
其
周

囲
所
帯
黄
粉
為
雄
蕊
。
如
麦
之
類
、
毎
花
具
雌
蕊
二
、
雄
蕊
三
。
稲
之
類
、
毎
花
具
雌
蕊
三
、
雄
蕊
六
。
梨
及
林
檎
毎
花
具
雌
蕊
五
、
雄
蕊
二
十
、
是

皆
一
花
而
具
雌
雄
者
。
若
玉
黍
、
胡
瓜
之
類
、
又
薯
預
、
銀
杏
之
類
、
則
雌
花
、
雄
花
、
雌
木
、
雄
木
、
根
性
全
別
。
其
配
合
之
法
、
雄
蕊
所
含
黄
粉

為
風
鼓
盪
、
与
雌
蕊
之
蜜
粘
著
、
然
後
結
実
、
故
花
時
遇
暴
風
雨
、
則
粉
褪
而
実
稀
。
法
用
尋
丈
麻
縄
、
以
羊
毛
為
辮
、
長
約
尺
許
、
横
排
条
繋
、
た
母

十
条
中
繋
以
鉛
丸
、
使
其
力
下
墜
、
再
用
蜜
薄
塗
於
辮
及
鉛
丸
之
上
、
軽
軽
摩
擦
以
期
遍
澗
。
如
麦
圃
花
時
、
命
農
夫
三
人
引
牽
此
縄
、
横
綽
而
過
、

所
有
外
散
花
粉
、
必
粘
於
辮
、
与
雌
蕊
相
触
、
則
花
粉
与
花
心
相
粘
突
。
其
収
穫
比
尋
常
可
多
至
―
二
倍
。
近
歳
法
国
有
売
此
器
者
、
五
穀
之
類
皆
可

用
。
若
梅
杏
花
時
、
直
以
蜂
蜜
塗
於
花
、
則
其
効
可
計
日
而
待
。
自
荷
衣
伯
連
創
此
法
、
種
植
家
多
効
之
。
荷
衣
伯
連
又
言
、
凡
一
樹
而
雌
雄
各
別
、

雖
相
隔
甚
遠
、
亦
能
以
気
相
合
。
欧
洲
中
有
一
種
葎
草
、
製
麦
酒
者
用
之
為
味
、
其
草
有
雌
有
雄
、

若
有
一
根
雄
睾
、
雖
隔
数
里
外
経
―
二
時
百
万
株
之
雌
草
悉
結
実
而
無
用
突
。
故
種
此
草
者
結
為
会
社
、
毎
家
毎
戸
時
時
検
査
、
専
以
除
去
此
害
為
務
。
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と
あ
る
。

⑤
穀
雨

分
明
な
り
満
甲
狸
紅
に
染
む
（
『
全
唐
詩
』
巻
八

0
二
）
と
あ
る
。

採
る
お
茶
。
自
注
D
参
照
。

B

①
頭
春

又
如
麻
苧
之
類
、
貴
於
本
質
堅
靭
、
亦
宜
分
別
雌
雄
、
禁
其
交
合
、
其
理
蓋
如
醐
宦
牛
云
。
是
又
一
理
、
附
識
於
此
。
）
i
i
t
之
比
白
~
験
。
（
中
略
）
維
新

之
後
、
国
家
既
開
勧
農
局
、
復
設
植
物
園
、
時
以
新
法
刊
告
於
衆
、
風
気
為
之
一
変
。

②
胤
元
英
『
文
昌
雑
録
』
巻
一
所
収
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
。

礼
部
王
員
外
言
、
昔
見
朝
議
大
夫
李
冠
卿
、
説
揚
州
所
居
堂
前
杏
一
窯
極
大
、
花
多
而
不
実
。
適
有
一
媒
姥
見
如
此
、
笑
謂
家
人
日
、

来
春
与
嫁
了
此
杏
。
冬
深
、
忽
携
酒
一
樽
来
、
云
是
婚
家
撞
門
酒
、
索
処
子
梧
一
腰
繋
杏
上
、
已
而
莫
酒
、
辞
祝
再
三
、
家
人
莫
不
笑

之
。
至
来
春
、
此
杏
結
子
無
数
、
江
淮
亦
多
有
嫁
橘
法
、
不
知
是
何
術
也
。

「
其
百
八
十
七
」

頭
春
を
採
取
し
て
尾
春
に
到
る

し

よ

う

こ

う

か

え

狸
紅
の
染
色
様
翻
り
て
新
た
な
り

ち
ゃ
ぶ
ね

穀
雨
を
過
ぎ
て
自
り
、
茶
船
到
り

り

ゆ

う

だ

ん

え

ら

ア

メ

リ

カ

じ

ん

先
ず
龍
団
を
棟
ん
で
美
人
に
贈
る

④
檬
翻
新

[
韻
字
]
春
•
新
・
人
（
上
平
十
真
）

穀
雨
前
後
に
採
る
新
茶
。
そ
の
年
の
最
初
に
生
育
し
た
新
芽
を
摘
み
採
っ
て
作
っ
た
お
茶
。
自
注
D
参
照
。

し
よ
う
じ
よ
う
ひ

狸
狸
緋
の
色
。
黒
み
を
帯
び
た
鮮
や
か
な
紅
色
。
唐
の
趙
鶯
鶯
「
繊
指
」
詩
に
「
昨
日
琵
琶
の
弦
索
の
上
、

③
狸
紅

採
取
頭
春
到
尾
春

狸
紅
染
色
様
翻
新

自
過
穀
雨
茶
船
到

先
棟
龍
圃
贈
美
人

A
 

新
し
い
様
式
に
様
変
わ
り
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
紅
茶
に
す
る

こ
と
。
宋
の
釈
紹
嵩
「
贈
聞
人
必
大
」
詩
に
「
文
を
属
す
る
に
新
様
翻
る
を
想
見
し
、
巻
を
執
る
に
猶
お
寸
陰
を
惜
し
む
を
聞
く
」
（
『
江
湖
小
集
』
巻
六
）

二
十
四
節
気
の
一
っ
。
四
月
二
十
日
前
後
。
穀
物
を
育
て
る
雨
の
意
。
唐
の
崖
国
補
「
奉
和
聖
製
上
巳
祓
誤
応
制
」
詩
に
「
桃

②
尾
春

大
暑
前
後
に
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E

①
山
城
国
旧
国
名
の
一
。
現
在
の
京
都
府
南
東
部
に
あ
た
る
。

D
 
力
に
輸
出
し
て
い
る
。

c
 

る。 花

春
尽
き
ん
と
欲
し
、
穀
雨

②
緑
湯
緑
茶
。

夜
来
牧
む
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
―
一
九
）
と
あ
る
。

④
欧
羅
巴
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
漢
訳
。

③
美
利
堅
ア
メ
リ
カ
の
漢
訳
。
黄
遵
憲
ら
が
来
日
し

宋
代
の
皇
帝
専
用
の
上
等
茶
。
円
餅
の
よ
う
な
形
を
し

龍
団
の
古
き
蒼
璧
の
ご
と
き
も
の
有
り
、
九
龍
の

て
、
龍
の
模
様
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「
龍
鳳
茶
」
と
も
。
欧
陽
脩
「
送
龍
茶
与
道
人
」
詩
に
「
我

た
の

泉
は
深
き
こ
と
一
百
尺
。
君
に
憑
み
て
井
を
汲
み
て
試
み
に
之
を
烹
よ
、
是
れ
人
間
の
香
味
色
な
ら
ざ
ら
ん
」
（
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
居
士
集
巻
九
）
と
あ

近
抵
、
江
戸
・
大
坂
な
ど
の
河
川
や
港
で
大
型
廻
船
の
貨
物
の
運
送
に
用
い
た
小
船
。

穀
雨
前
後
の
頭
春
か
ら
大
暑
前
後
の
尾
春
ま
で
の
お
茶
を
摘
み
取
り
、
そ
の
葉
っ
ぱ
は
加
工
に
よ
り
狸
狸
緋
の
よ
う
な
紅
茶
色
に

様
変
わ
り
す
る
。
穀
雨
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
貨
物
運
送
の
小
船
が
出
入
り
し
始
め
、
ま
ず
龍
団
の
よ
う
な
上
等
な
茶
を
選
ん
で
、

産
す
る
茶
は
山
城
国
を
以
て
最
も
佳
し
と
為
す
。
緑
湯
は
惟
だ
美
利
堅
人
の
み
喜
ん
で
之
を
購
い
、
欧
羅
巴
人
は
欲
せ
ざ
る
な
り
。

ま
ね

近
年
西
商
有
り
て
中
人
を
延
き
て
紅
茶
を
製
ら
し
む
る
も
、
味
薄
く
、
遠
く
我
に
如
か
ず
。
産
製
は
日
に
多
く
、
価
は
朦
か
に
賎
し
。

日
本
出
口
の
貨
、
茶
は
最
も
大
宗
を
為
し
、
歳
に
銀
銭
四
百
万
円
を
得
可
し
。
美
人

⑦
茶
船

⑥
龍
圃

ア
メ
リ

之
を
購
う
こ
と
十
の
七
八
と
云
う
。
穀
雨
前

後
の
採
る
所
、
名
は
頭
春
、
大
暑
前
後
を
名
は
尾
春
と
日
う
。
皆
な
横
浜
に
運
び
来
り
て
、
再
び
装
い
て
出
口
す
。
其
の
製
造
方
法
、

価
値
数
目
は
、
別
に
物
産
志
の
中
に
詳
ら
か
に
す
。

た
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
、
山
本
義
俊
纂
訳
『
美
利
堅
輿
地
誌
略
』
が
好
書
館
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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茶
は
山
城
国
の
産
が
最
も
優
れ
て
い
る
。
緑
茶
は
た
だ
ア
メ
リ
カ
人
が
好
ん
で
買
う
の
で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
好
ま
な
い
。

近
年
、
中
国
人
を
招
い
て
紅
茶
を
作
ら
せ
る
西
洋
の
商
人
が
い
る
が
、
味
が
薄
く
て
、
中
国
産
に
は
遥
か
に
及
ば
な
い
。
生
産
量
が
日

に
日
に
多
く
な
る
に
連
れ
て
、
価
格
も
急
に
安
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
輸
出
品
の
中
で
、
茶
は
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、

毎
年
銀
四
百
万
円
を
獲
得
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
そ
の
七
、
八
割
を
購
入
し
て
い
る
と
い
う
。
穀
雨
前
後
に
採
る
お
茶
を
頭
春
と
言

い
、
大
暑
前
後
に
採
る
お
茶
を
尾
春
と
言
う
。
そ
れ
ら
は
み
な
横
浜
に
運
ば
れ
て
か
ら
、
新
た
に
荷
造
り
し
て
輸
出
し
て
い
る
。
そ
の

製
造
方
法
や
価
格
、
数
量
な
ど
は
、
「
物
産
志
」
の
中
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

『
日
本
国
志
』
巻
三
十
八
「
物
産
志
」

若
製
茶
之
法
、
則
近
来
較
精
（
自
注
略
）
、
有
日
宇
治
製
（
…
…
凡
穀
雨
前
後
所
採
者
為
頭
春
、
葉
肥
撒
而
味
濃
厚
。
夏
至
前
後
所
採
為
次
春
、

葉
老
而
味
薄
。
至
大
暑
前
後
所
採
為
尾
春
。
毎
年
出
産
、
頭
春
居
其
六
、
次
春
居
其
三
、
尾
春
居
其
一
云
）
、
有
は
I
玉
露
製
（
自
注
略
）
、
尤
檀
未
日
~
。

其
製
造
較
粗
者
日
番
茶
（
自
注
略
）
、
砕
屑
者
日
粉
茶
。
近
年
以
来
学
製
紅
茶
（
明
治
七
年
、
勧
業
寮
創
編
紅
茶
製
法
一
書
、
頒
布
諸
府
県
、
民

間
始
有
学
製
者
。
八
年
、
駐
削
上
海
領
事
官
特
聘
我
国
人
一
一
名
於
肥
後
之
山
鹿
、
豊
後
之
木
浦
等
処
学
製
、
而
未
能
得
法
。
又
遣
委
員
多
田
元
吉
往
湖

北
、
江
西
、
安
徽
等
処
学
習
栽
培
、
製
造
諸
法
、
並
購
覚
良
種
齋
帰
。
其
後
日
本
三
井
銀
行
典
一
西
商
又
延
諸
華
人
四
十
余
名
於
近
江
大
津
郡
製
造
、

初
頗
如
法
、
後
以
製
造
過
多
不
能
得
利
云
。
）
又
学
作
碑
茶
、
又
有
学
作
印
度
茶
者
（
自
注
略
）
。
日
本
産
茶
遍
於
全
国
、
以
宇
治
為
最
良
。
開

港
之
先
、
惟
中
国
商
人
於
長
崎
購
九
州
茶
回
国
、
再
製
以
充
西
商
之
用
。
又
有
和
蘭
商
人
齋
茶
樹
五
百
本
移
植
於
爪
畦
、
然
西
人
未
有

購
茶
者
。
及
安
政
六
年
横
浜
開
港
、
米
国
商
人
始
梢
梢
購
茶
、
此
時
茶
一
百
斤
不
過
六
七
円
、
後
増
至
十
六
七
円
、
其
後
輸
額
遮
加
、

栽
植
益
盛
。
至
明
治
二
、
三
年
、
適
因
中
国
紅
茶
有
偽
造
者
、
為
美
人
所
厭
忌
、
而
日
本
緑
茶
乗
機
得
以
錯
信
、
至
明
治
十
一
年
輸
出

至
二
千
八
百
余
万
斤
之
多
、
筐
於
美
国
者
十
之
九
、
於
英
国
者
十
之
一
。
然
以
製
造
梢
濫
、
得
利
転
微
、
政
府
頻
年
設
法
維
護
、
於
明

G
 

F
 

一
の
「
茶
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。
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葉
。
『
説
文
解
字
』
に
「
欧
は
吐
な
り
」
と
あ
る
。

な
り
」
と
あ
る
。

よ
そ
お

の
粧
い
、
繊
繊
と
し
て
素
手
を
出
だ
す
」
と
あ
る
。

海
西

海
の
か
な
た
の
西
方
。
ま
た
、
そ
の
あ
た
り
の
国
。
『
後
漢
書
』
西
南
夷
伝
「
哀
牢
夷
」
に
「
自
ら
我

③
素
手
織
繊

細
く
て
し
な
や
か
な
白
い
指
。
『
文
選
』
巻
二
十
八
「
古
詩
十
九
首
」
其
二
「
青
青
河
畔
草
」
に
「
蛾
蛾
た
る
紅
粉

④
詭
樹
博
誇
女
欧
絲

自
注
D
に
あ
る
よ
う
に
、
『
山
海
経
』
巻
八
「
海
外
北
経
」
に
見
え
る
言

お
お

B

①
弱
緩
細
い
糸
。
梁
の
沈
約
「
詠
甘
蕉
詩
」
に
「
流
甘
椰
実
を
掠
い
、
弱
棲
綿
衣
に
冠
た
り
」
（
『
芸
文
類
衆
』
巻
八
十
七
）
と
あ
る
。

脆
樹
偲
誇
女
獣
絲

四
繭
練
成
弱
棲
奇

海
西
争
購
舶
束
時

都
従
素
手
織
繊
出

ま

ゆ

つ

む

じ

ゃ

く

る

四
つ
の
繭
も
て
練
ぎ
成
す
弱
棲
の
奇
な
る
を

海

西

争

い

て

舶

来

を

購

う

時

す

べ

そ

し

ゅ

ょ

都
て
素
手
の
繊
繊
た
る
従
り
出
づ

ひ
ざ
ま
ず

樹

に

脆

き

伝
え
て
誇
る

女

き

ぬ

は

糸
を
欧
く
を

A
 

海
西
の
人
と
言
う
、
海
西
は
即
ち
大
秦 ②
 

一
千
一
百
七
十
二
品
。
特
撰
委
員
審
査
其
形
状
（
自
注
略
）
、
色
沢
（
自
注
略
）
、
火

度
（
自
注
略
）
、
水
色
（
自
注
略
）
、
茶
滓
（
自
注
略
）
、
香
（
自
注
略
）
、
味
（
自
注
略
）
、
牧
蔵
（
自
注
略
）
、
価
格
（
自
注
略
）
、
性
質
（
自
注
略
）
、

原
価
（
自
注
略
）
、
分
別
八
等
以
定
優
劣
。
其
尤
者
給
以
賞
牌
、
民
人
奮
励
争
進
、
其
豪
農
富
商
自
種
茶
園
、
有
辟
地
五
十
余
町
之
広
、

製
額
二
万
余
斤
之
多
者
、
比
之
従
前
大
有
進
境
云
。

そ
の
後
に
「
茶
歴
年
輸
出
価
量
表
」
と
「
三
種
茶
合
計
比
較
表
」
を
附
し
、
明
治
元
年
か
ら
明
治
十
一
年
ま
で
の
「
製
茶
」
、
「
番
茶
」
、

「
粉
茶
」
の
輸
出
量
と
価
格
な
ど
を
明
記
し
て
い
る
。

「
其
百
八
十
八
」

治
十
二
年
開
共
進
会
、
凡
出
品
者
八
百
四
十
六
家
、

[
韻
字
]
奇
・
時
・
絲
（
上
平
四
支
）
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て
い
る
。

だ
い
し
よ
う

①
糸
亦
別
詳
物
産
志
中
②
山
海
経
云
『
山
海
経
』
巻
八
「
海
外
北
経
」
に
「
欧
糸
の
野
は
大
踵
の
東
に
在
り
、
一
女
子
の

は

は

け

だ

脆
き
樹
に
拠
り
て
糸
を
欧
く
」
と
あ
り
、
郭
嘆
の
注
に
「
桑
を
暇
み
て
糸
を
吐
く
を
言
う
。
羊
皿
し
蚕
の
類
な
り
」
と
あ
る
。

を
回
す
の
で
あ
る
。
そ
の
回
す
力
は
、
水
カ
・
火
力
に
は
及
ば
な
い
が
、
指
先
を
使
う
の
に
便
利
で
あ
る
。
四
つ
か
五
つ
の
繭
で
一
本

の
糸
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
洋
人
は
、
そ
の
糸
が
細
か
い
の
を
好
ん
で
、
た
く
さ
ん
購
入
し
て
い
る
。
製
糸
者
は
す
べ
て
女
工
で

あ
る
。
『
山
海
経
』
で
は
「
欧
糸
の
野
は
大
踵
の
東
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
の
女
性
が
脆
い
て
樹
に
も
た
れ
て
糸
を
吐
い
て
い
る
」
と
述
べ

F
 

E
 

D
 

補
注
G
参
照
。

四
つ
の
繭
か
ら
す
ぐ
れ
た
細
糸
を
紡
ぎ
出
す
。
西
洋
で
は
競
っ
て
日
本
か
ら
舶
来
の
シ
ル
ク
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ

も

た

き

ぬ

て
細
く
て
し
な
や
か
な
女
性
の
白
い
指
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
『
山
海
経
』
海
外
北
経
に
み
え
る
、
女
性
が
脆
い
て
木
に
先
れ
、
糸

を
吐
い
て
い
る
の
を
誇
ら
し
く
伝
え
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

糸
も
亦
た
別
に
物
産
志
の
中
に
詳
ら
か
に
す
。
製
糸

火
に
如
か
ざ
る
も
、
指
爪
に
便
な
り
。
四
五
の
繭
毎
に
、
能
く
一
糸
を
成
す
。
西
人
其
の
細
き
を
喜
ん
で
、
多
く
之
を
購
う
。
製
糸

お

う

し

だ

い

し

よ

う

は
皆
な
女
工
を
以
て
す
。
山
海
経
に
云
う
、
欧
糸
の
野
は
大
踵
の
東
に
在
り
、
女
子
有
り
て
脆
き
樹
に
拠
り
て
糸
を
欧
く
。

c
 製

糸
の
こ
と
も
「
物
産
志
」
に
詳
し
い
。
製
糸
に
は
機
械
を
使
用
し
た
り
す
る
が
、
そ
の
他
に
ひ
と
つ
の
方
法
が
あ
る
。
手
で
車

或
い
は
機
器
を
用
う
。
又
た
一
法
有
り
。
手
を
以
て
輪
を
挽
く
。
力
は
水

161 



B

①
著
手
手
を
つ
け
る
。
『
晋
書
』
杜
預
伝
に
「
今
兵
威

却
帯
寒
梅
百
樹
来

復
た
著
手
す
る
処
無
き
な
り
」
と
あ
る
。

た
っ閾
に
近
く
す
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
二
）
と
あ
る
。

著
手
成
春
任
意
栽

未
花
移
種
到
花
開

移
家
家
具
無
多
少

A
 

G
 

「
其
百
八
十
九
」

家
を
移
す
や

②
移
種

却
て
寒
梅
百
樹
を
帯
び
て
来
る

家
具

つ

手
を
著
け
て
春
と
成
し

未
だ
花
さ
か
ざ
る
に

『
日
本
国
志
』
巻
三
十
八
「
物
産
志
」
一
の
「
糸
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

日
本
之
糸
由
来
遠
突
、
応
神
帝
時
既
遣
使
於
呉
、
求
織
縫
女
。
（
『
山
海
経
』
云
、
欧
糸
之
野
在
大
踵
東
、
有
女
子
脆
拠
樹
、
欧
糸
則
上
古
既
有

之
与
。
）
至
雄
略
帝
命
秦
公
酒
統
領
養
蚕
、
蚕
大
蕃
息
、
賜
姓
為
萬
豆
麻
佐
（
自
注
略
）
。
既
知
養
蚕
之
利
、
国
中
亦
能
自
織
綱
絹
。
近
年

与
泰
西
通
商
、
英
、
法
諸
国
争
購
其
糸
、
遂
為
国
産
第
一
大
宗
。
其
浴
種
、
飼
養
、
分
薄
、
入
族
諸
法
亦
同
於
中
国
（
自
注
略
）
。
択
繭

繰
絲
、
則
以
鉄
鍋
煮
熱
湯
、
将
繭
蒸
軟
、
毎
人
司
一
鍋
、
一
車
、
左
手
取
繭
四
五
枚
、
右
手
転
車
。
（
中
略
）
凡
練
糸
多
用
女
エ
、
毎
一

人
能
抽
糸
三
斤
半
、
以
紙
条
粘
縛
成
総
、
た
母
総
重
八
九
銭
。
以
四
十
総
為
一
束
、
毎
束
三
斤
或
二
斤
半
。
以
二
十
八
束
為
一
包
、
毎
包

約
重
五
十
五
六
斤
。
近
年
多
以
機
器
製
造
、
機
器
有
水
、
火
二
法
、
水
用
木
器
、
火
用
鉄
器
。
鉄
器
為
上
、
木
器
次
之
（
自
注
略
）
。
又

有
参
酌
水
、
火
機
器
、
別
製
手
車
以
省
人
力
者
。

意
に
任
せ
て
栽
す

入

っ

移
し
種
え
て
花
の
開
く
に
到
る

い
く
ば
く

多
少
も
無
き
も

[
韻
字
]
栽
・
開
・
束
（
上
平
十
灰
）

移
植
す
る
こ
と
。
白
居
易
「
有
木
詩
八
首
」
其
五
に
「
主
人

已
に
振
う
に
、
讐
う
れ
ば
破
竹
の
如
し
。
数
節
の
後
は
、
皆
な
刃
を
迎
え
て
解
け
、けん

名
を
知
ら
ず
、
移
し
種
え
て
軒
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G
 

木
を
植
え
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
。
ひ
と
抱
え
も
あ
る
木
で
も
、
植
え
替
え
る
こ
と
が
あ
る
。
多
く
は
花
の
咲
く
時
に
移
植

し
て
、
花
の
散
る
時
に
ま
た
移
す
。
日
本
人
は
転
居
す
る
と
き
、
花
木
竹
石
も
一
緒
に
持
っ
て
行
き
、
元
の
ま
ま
に
い
ち
い
ち
配
置
す

る
の
で
あ
る
。

F
 

『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
農
事
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

凡
農
家
種
植
、
耕
褥
、
培
漑
、
牧
穫
之
法
、
多
同
於
中
国
。
惟
種
樹
者
善
於
移
樹
、
雖
合
抱
之
木
、
尋
丈
之
樹
、
移
之
輛
無
恙
。
法

『
三
国
志
』
呉
書
「
陸
遜
伝
」
に
「
遜

に
す
。
澳
水
に
遷
植
せ
ず
、
登
に
根
を
楽
池
に
分
た
ん
や
」
（
『
梁
書
』
沈
約
伝
）
と
あ
る
。

里
の
行
は
足
下
よ
り
始
ま
る
」
と
あ
る
。

E
 

気
の
赴
く
ま
ま
に
植
樹
す
る
と
す
っ
か
り
春
と
な
っ
た
感
じ
。
ま
だ
花
が
咲
か
な
い
う
ち
に
移
植
し
て
開
花
を
迎
え
る
。
引
っ
越

す
時
に
家
具
な
ど
は
さ
ほ
ど
持
っ
て
い
か
な
い
が
、
寒
梅
な
ど
様
々
な
木
を
携
え
て
く
る
。

①
合
抱
之
木

②
遷
植

③
布
置
物
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
並
べ
置
く
こ
と
。

合
抱
は
ひ
と
か
か
え
の
大
き
さ
。
『
老
子
』
第
六
十
四
章
に
「
合
抱
の
木
は
竜
末
よ
り
生
じ
、
九
層
の
台
は
累
土
よ
り
起
こ
り
、
千

ほ
し
い
ま
ま

移
植
す
る
こ
と
。
沈
約
「
郊
居
賦
」
に
「
其
の
竹
は
則
ち
東
南
に
独
秀
し
、
九
府
に
奇
を
檀

上
疏
し
て
日
く
、
…
…
其
の
布
置
を
察
す
る
に
、
必
ず
他
変
無
か
ら
ん
」
と
あ
る
。

土
人
移
居
す
る
や
、
遂
に
其
の
花
木
竹
石
を
並
せ
て
、

―
一
布
置
す
る
こ
と
旧
の
如
し
。

D
 
c
 

i

'

J

う

ほ

う

や

や

も

樹
を
種
う
る
を
善
く
す
。
合
抱
の
木
も
、
動
輻
す
れ
ば
遷
植
す
。
多
く
は
花
の
時
に
移
し
来
り
て
、
花
の
後
に
徒
し
去
る
者
有
り
。
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赤
丹
は
赤
い
土
。

せ
き
こ
う

瀕
は
水
銀
。
『
淮
南
子
』
巻
四
「
墜
形
訓
」
に
「
壮
土
の
気
は
赤
天
を
御
す
。
赤
天
、
七
百
歳
に
し
て
赤
丹
を
生
じ
、
赤
丹
、
七
百
歳
に
し
て
赤
瀕
を
生

み
、
赤
瀕
、
七
百
歳
に
し
て
赤
金
を
生
じ
、
赤
金
、
千
歳
に
し
て
赤
龍
を
生
じ
、
赤
龍

乾
い

て
水
分
が
な
く
な
る
こ
と
。
ま
た
、
比
喩
的
に
、
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
。
『
論
衡
』
巻
十
三
「
効
力
篇
」
に
「
江
河
の
水
は
、
馳
涌

滑
漏
、
席
地
長
遠
、
枯
娼
す
る
無
き
の
流
れ
な
る
は
、
本
源
盛
ん
な
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
。
⑥
下
告
黄
泉
上
碧
弯
黄
泉
と
は
地
下
に
あ
り
、
死
者

じ

よ

う

え

い

お

の
行
く
と
さ
れ
る
所
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
元
年
に
「
（
鄭
伯
）
遂
に
姜
氏
を
城
穎
に
直
き
て
、
之
に
誓
い
て
日
く
、
黄
泉
に
及
ば
ず
ん
ば
、
相
い
見

き
貌
な
り
。
隠
隠
は
盛
ん
な
る
貌
な
り
」
と
あ
る
。

あ
る
。

A
 
理。

②
沈
沈

B

①
石
墨

「
其
百
九
十
」

石
墨
沈
沈
陰
火
紅

赤
丹
成
瀕
出
金
銅

百
年
千
歳
莫
枯
謁

下
告
黄
泉
上
碧
弯

下
は
黄
泉
に
告
げ

石
炭
の
こ
と
。
『
水
経
注
』
巻
十
「
溝
水
」
条
に
「
石
墨
は
書
す
可
し
。
又
た
之
を
燃
す
こ
と
尽
し
難
し
。
亦
た
之
を
石
炭
と
謂
う
」
と

ほ
う
ほ
う
こ
う
か
い

深
い
様
。
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
（
『
文
選
』
巻
八
）
に
「
沈
沈
隠
隠
と
し
て
、
秤
榜
旬
硫
た
り
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
沈
沈
は
深

百
年
千
歳

赤
丹

せ
き
ぽ
く

石
墨
沈
沈
と
し
て

こ
う瀕
と
成
り

③
陰
火

蔵
に
入
り
て
、
赤
泉
を
生
ず
」
と
あ
る
。

地
中
か
ら
産
出
し
た
も
の
に
よ
る
火
。

金
銅
を
出
だ
す

な

枯
娼
す
る
莫
か
れ

へ
き
き
ゅ
う

上

は

碧

弯

陰

火

紅

な

り

於
未
移
之
前
、
就
旧
樹
周
囲
、
開
溝
深
約
尺
許
、
凡
根
外
向
者
、
皆
盤
曲
其
勢
、
使
抱
本
根
、
日
以
水
涜
溝
中
、
使
土
受
滋
潤
、
根
易

脱
離
。
所
移
之
処
、
亦
預
掘
一
穴
、
既
並
根
移
植
、
多
覆
以
土
、
別
用
木
為
架
、
交
叉
枝
格
、
束
縛
牢
緊
、
使
受
風
不
揺
、
則
無
縦
生

〔
韻
字
]
紅
・
銅
．
弯
（
上
平
一
東
）

④
赤
丹
成
頑
出
金
銅

⑤
枯
喝
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域。 D
 
る。 c
 ⑥

美
濃
岐
阜
県
の
南
部
を
占
め
る
旧
国
名
。

⑦
太
和

⑧
摂
津
現
在
の
大
阪
府
北
中
部
の
大
半
と

章
郡
肥
後
は
現
在
の
熊
本
県
。
天
章
郡
は
天
草
郡
の
誤
り
。

④
甲
斐

⑤
常
陸
現
在
の
茨
城
県
の
南
西
部
を
除
い
た
地

E

①
煤
鉱
炭
鉱
゜

②
肥
前

③
肥
後
天

ゆ
る
無
か
ら
ん
、
と
」
と
あ
り
、
注
に
「
地
中
の
泉
な
り
。
故
に
黄
泉
と
日
う
」
と
あ
る
。
碧
弯
は
青
空
の
意
。
北
宋
の
胡
宿
「
太
尉
侍
中
鄭
国
宋
公

晩
詞
―
―
一
首
」
其
―
一
に
「
箕
に
騎
り
て
碧
弯
に
向
か
い
、
琴
竿
三
月
に
罷
む
」
（
『
文
恭
集
』
巻
二
）
と
あ
る
。
な
お
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
上
は
碧
落

を
窮
め
下
は
黄
泉
、
両
処
茫
茫
と
し
て
皆
な
見
ず
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
）
と
あ
る
。

石
炭
は
地
中
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
そ
の
燃
え
た
火
は
あ
か
あ
か
と
し
て
い
る
。
赤
い
土
は
水
銀
と
な
り
、
そ
の
土
か
ら
金

と
銅
を
作
り
出
し
て
い
る
。
百
年
後
も
千
年
後
も
枯
渇
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
下
の
黄
泉
に
も
天
上
の
蒼
弯
に
も
お
祈
り
し
て
い

煤
鉱
は
肥
前
の
諸
郡
に
大
小
三
百
二
十
九
所
、
肥
後
の
天
章
郡
に
六
所
、
甲
斐
の
都
留
郡
に
二
所
、
常
陸
の
多
賀
郡
に
四
所
、
美

よ
し
き

濃
の
可
児
郡
に
一
所
。
銅
山
は
河
辺
郡
に
四
所
、
太
和
の
吉
野
郡
に
三
所
、
摂
津
の
河
郡
に
一
所
、
飛
騨
の
吉
城
郡
に
三
所
、
下
野
の

か
ん
ば
ら
ぐ
ん

安
蘇
郡
に
一
所
、
岩
代
の
会
津
郡
に
一
所
、
陸
前
の
五
造
郡
に
一
所
、
越
前
の
大
野
郡
に
十
所
、
越
後
の
蒲
原
郡
に
八
所
。
采
る
所
の

斤
数
は
、
別
に
「
物
産
志
」
の
中
に
詳
び
ら
か
な
り
。
日
本
の
銅
は
呂
宋
、
安
南
に
如
か
ず
。
煤
は
台
湾
、
磁
州
に
如
か
ず
。
然
る
に

い

に

し

え

お

お

む

ね

あ

っ

古
者
の
金
銀
の
山
は
大
都
枯
娼
し
て
、
地
脈
の
鍾
ま
る
所
、
此
有
る
に
頼
る
の
み
。
開
掘
の
法
、
泰
西
の
機
器
を
用
い
て
之
を
為
し
、

甚
だ
便
な
り
。

旧
国
名
の
一
っ
。
西
海
道
に
属
し
、
現
在
の
佐
賀
県
と
、
壱
岐
・
対
馬
を
除
く
長
崎
県
に
あ
た
る
。

現
在
の
山
梨
県
。

大
和
の
誤
り
。
現
在
の
奈
良
県
。
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G
 

F
 
の
新
潟
県
。

五
造
郡

⑮
呂
宋

⑯
安
南

⑰
磁
州
現
在
の
中
国
河
北
省
那
耶
市
磁
県
。

⑬
越
前
現
在
の
福
井
県
北
部
。

⑭

越

後

現

在

兵
庫
県
南
東
部
に
あ
た
る
。

⑨
飛
騨

現
在
の
岐
阜
県
。

現
在
の
栃
木
県
。

陸
前
は
現
在
の
宮
城
県
の
大
部
分
と
岩
手
県
の
一
部
。
五
造
郡
は
玉
造
郡
の
誤
り
。

現
在
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
。

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
。

炭
鉱
は
、
肥
前
の
諸
郡
に
大
小
三
百
二
十
九
ヵ
所
、
肥
後
の
天
草
郡
に
六
ヵ
所
、
甲
斐
の
都
留
郡
に
ニ
ヵ
所
、
常
陸
の
多
賀
郡
に

四
ヵ
所
、
美
濃
の
可
児
郡
に
一
ヵ
所
あ
る
。
銅
山
は
、
（
薩
摩
の
）
河
辺
郡
に
四
ヵ
所
、
大
和
の
吉
野
郡
に
三
ヵ
所
、
撮
津
の
河
郡
に
一
ヵ

よ

し

き

た

ま

つ

く

り

所
、
飛
騨
の
吉
城
郡
に
三
ヵ
所
、
下
野
の
安
蘇
郡
に
一
ヵ
所
、
岩
代
の
会
津
郡
に
一
ヵ
所
、
陸
前
の
玉
造
郡
に
一
ヵ
所
、
越
前
の
大
野

ル
ソ
ン

郡
に
十
ヵ
所
、
越
後
の
蒲
原
郡
に
八
ヵ
所
あ
る
。
採
掘
量
は
、
別
に
「
物
産
志
」
に
詳
し
い
。
日
本
の
銅
は
呂
宋
や
安
南
に
は
及
ば
な

い
。
石
炭
は
台
湾
や
磁
州
に
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
昔
か
ら
あ
っ
た
金
山
・
銀
山
は
ほ
と
ん
ど
枯
渇
し
て
お
り
、
鉱
脈
が
集
中
し
て
い

る
所
は
、
こ
れ
ら
だ
け
が
頼
り
に
な
っ
て
い
る
。
採
掘
の
法
は
、
西
洋
の
機
械
を
用
い
る
と
、
た
い
へ
ん
便
利
で
あ
る
。

『
日
本
国
志
』
巻
三
十
八
「
物
産
志
」

一
の
「
石
炭
」
の
条
に
「
石
炭
自
長
崎
、
高
島
諸
坑
用
西
法
開
掘
、
亦
為
国
産
一
大
宗
」

と
見
え
、
そ
の
後
に
「
石
炭
輸
出
表
」
を
附
し
、
明
治
元
年
か
ら
明
治
十
一
年
ま
で
の
石
炭
の
「
量
」
、
「
価
」
、
「
平
均
百
斤
価
」
、
「
百
分

量
」
、
「
比
例
価
」
な
ど
の
詳
細
を
明
記
し
て
い
る
。

（
以
上
、
劉
雨
珍
）

⑩
下
野

⑪
岩
代
現
在
の
福
島
県
西
部
に
あ
た
る
。

⑫
陸
前
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D
 
c
 

人 ③
薄
句

B

①
回
青

染
め
付
け
の
技
法
で
あ
る
青
花
に
用
い
る
コ
バ
ル
ト
の
顔
料
。
②
官
欝
官
窯
と
班
窯
。
官
窯
は
宮
廷
御
用
達
の
陶
器
窯
の
こ
と
。

就
中
最
愛
愛
蓮
人

宋
代
の
汝
窯
、
明
代
の
景
徳
鎮
な
ど
が
有
名
。
斑
窯
は
現
在
の
浙
江
省
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
窯
。
い
ず
れ
も
青
磁
を
制
作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

薄
く
て
厚
さ
が
均
一
で
あ
る
こ
と
。
北
宋
の
胡
宿
「
嘲
蝶
」
詩
に
、
「
三
春
流
寓
し
花
房
に
寄
せ
、
雌
去
り
雄
飛
び
て
短
猶
を
過
ぐ
。
双
翅
薄

ひ
そ
か

句
な
り
何
晏
の
粉
、
一
身
倫
に
帯
ぶ
買
充
の
香
」
（
『
文
恭
集
』
巻
三
）
と
あ
る
。
④
五
郎
伊
勢
五
郎
。
自
注
D
お
よ
び
注
E
⑤
参
照
。

し
ゅ
う
と
ん
い

北
宋
の
儒
者
周
敦
願
(

1

0

一
七
¥

1

0

七
三
）
、
字
は
茂
叔
。
「
愛
蓮
説
」
で
知
ら
れ
る
。

純
白
の
地
に
青
い
釉
薬
で
染
め
付
け
ら
れ
た
模
様
は
、
塵
―
つ
な
い
清
ら
か
さ
。
そ
の
さ
ま
は
官
窯
や
研
窯
に
比
べ
る
と
や
や
薄

く
て
厚
さ
も
均
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
伊
勢
五
郎
な
る
者
が
手
ず
か
ら
造
っ
た
も
の
だ
と
い
う
が
、
と
り
わ
け
愛
蓮
の
人
で
あ
る
周
敦
頗

を
画
い
た
も
の
が
す
ば
ら
し
い
。

は
じ
の
む
ら
じ

史
に
言
え
ら
く
、
雄
略
十
七
年
、
始
め
て
土
師
連
に
命
じ
て
清
器
を
造
ら
し
む
。
清
器
は
、
陶
器
な
り
。
然
れ
ど
も
崇
神
の
時

て

ら

た

く

み

と

も

よ

い

ま

り

既
に
瓦
博
士
有
り
、
或
い
は
言
う
、
寺
エ
と
偕
に
来
る
に
韓
自
り
す
と
云
う
。
陶
の
佳
品
は
尾
張
の
瀬
戸
・
肥
前
の
今
利
と
称
す
。
金

色
比
官
班
梢
薄
句

説
是
五
郎
親
手
製

回
青
純
白
潔
無
塵

A
 
「
其
百
九
十
一
」

回
青
純
白
潔
と
し
て
塵
無
し

色
は
官
埒
に
比
し
て
梢
薄
句
な
り

み

ず

か

つ

く

説
く
是
れ
五
郎
親
ら
手
も
て
製
る
と

な
か
ん
ず
く

就
中

最
も
愛
す

蓮
を
愛
す
る
人
を

⑤
愛
蓮

[
韻
字
]
塵
．
句
・
人
（
上
平
十
一
真
）
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花 郎 E
 

め
ぐ

を
盤
ら
し
花
を
描
く
は
、
加
賀
の
九
谷
と
称
す
。
頗
る
外
国
に
輸
入
す
。
足
利
氏
の
時
、
伊
勢
五
郎
な
る
者
有
り
、
曾
て
景
徳
鎮
に
至

り
て
専
ら
青
花
を
学
び
、
年
七
十
に
し
て
帰
り
、
手
に
造
り
し
者
を
携
え
、
款
し
て
五
郎
大
夫
と
日
う
、
製
り
し
所
の
七
種
の
香
盆
は
、

ほ
と
ん

蓮
を
愛
す
る
周
茂
叔
の
像
を
画
く
を
以
て
最
も
佳
と
為
す
。
紙
の
ご
と
く
薄
く
磐
の
ご
と
き
声
あ
り
、
幾
ど
定
、
汝
に
類
し
、
最
も
時

宝
と
為
す
。

①
史
言

は

じ

の

む

ら

じ

み

つ

け

も

の

『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
の
条
に
「
十
七
年
の
春
三
月
の
丁
丑
の
朔
に
し
て
戊
寅
に
、
土
師
連
等
に
詔
し
て
、
朝
夕
の
御
膳
盛
る
べ
き

た

て

ま

つ

お

や

あ

け

よ

く

さ

さ

の

む

ら

や

ま

し

ろ

う

ち

の

む

ら

ふ

し

み

の

む

ら

ふ

じ

か

た

の

む

ら

清
器
つ
く
る
者
を
進
ら
し
め
た
ま
う
。
是
に
土
師
連
が
祖
吾
笥
、
初
り
て
摂
津
国
の
来
狭
々
村
、
山
背
国
の
内
村
・
俯
見
村
、
伊
勢
国
の
藤
形
村
と

か

き

べ

た

て

ま

つ

に

え

の

は

じ

ペ

丹
波
・
但
馬
・
因
幡
の
私
の
民
部
を
進
る
。
名
づ
け
て
贄
土
師
部
と
日
う
」
と
あ
る
。
②
崇
神
時
崇
峻
天
王
の
誤
り
。
『
日
本
国
志
』
に
は
「
是

い

ま

き

の

あ

や

の

す

え

つ

く

り

の

こ

う

き

ま

な

ふ

ぬ

よ
り
先
、
新
漢
陶
部
高
貴
来
り
て
能
＜
旋
盤
等
の
具
を
作
る
有
り
、
帝
命
じ
て
陶
工
に
教
え
し
む
。
崇
峻
の
時
に
及
ん
で
、
百
済
麻
奈
父
奴
、
陽

し
ゃ
く
ま
た
い
み

貴
文
、
陵
貴
文
、
昔
麻
帝
弥
の
四
人
を
遣
り
来
ら
し
め
て
、
瓦
博
士
と
称
し
、
世
よ
亦
た
其
の
法
に
習
う
」
と
あ
り
崇
峻
と
す
る
。
補
注
G
参
照
。
『
日

え

そ

う

り

ょ

う

こ

ん

え

し

よ

く

ま

だ

本
書
紀
』
崇
峻
天
皇
の
条
に
、
「
元
年
の
春
三
月
、
…
…
是
の
歳
に
、
百
済
国
、
使
い
井
せ
て
僧
恵
継
・
令
斤
・
恵
定
等
を
遣
し
て
、
仏
舎
利
を
献
る
。

百
済
国
、
町
紺
畠
似
．
叡
叩
町
匁
．
即
叩
瞥
町
殿
船
等
を
遣
し
て
、
み
つ
影
耐
ま
つ
り
、
井
せ
て
仏
舎
利
、
僧
り
恥
つ
し
町
『
叩
筒
．
り
釦
つ
成
．
息
船
．
息
叫
i
く
．
町
彰
．

り

よ

う

け

じ

こ

う

た

ら

み

た

も

ん

け

こ

し

ろ

ば

ん

し

よ

う

と

く

は

く

ま

い

じ

ゅ

ん

り

よ

う

き

も

ん

し

や

く

ま

た

い

み

び

や

く

か

令
開
等
、
寺
工
太
良
未
太
・
文
買
古
子
・
鑢
盤
博
士
将
徳
白
昧
淳
、
瓦
博
士
麻
奈
文
奴
・
陽
貴
文
・
陵
貴
文
・
昔
麻
帝
蒲
、
画
工
白
加
を
献
る
」

室
町
時
代
に
、
明
の
景
徳
鎮
で
陶
磁
器
制
作
を
学
ん
だ
と
い
う
伊
勢
（
三
重
県
）
出
身
の
伊
藤
五
郎
太
夫
。
そ
の
作
に
は
「
五
良
大
甫

造
」
の
銘
が
あ
る
の
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
作
者
は
明
の
呉
祥
瑞
で
、
伊
勢
五
郎
は
貿
易
商
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
よ
ん
ず
い

祥
瑞
の
蜜
柑
．
瑠
璃
雀
・
瓜
．
瓢
箪
、
古
染
付
の

中
国
に
お
け
る
染
め
付
け
の
技
法
で
、
白
地
に
青
の
模
様
を
施
し
た
も
の
。

技
法
に
よ
る
牛
・
屏
風
箱
、
呉
須
に
よ
る
周
敦
頗
の
七
種
類
の
香
合
を
一
般
的
に
型
物
七
種
香
合
と
称
す
る
。
「
祥
瑞
」
は
「
五
良
大
甫
呉
祥
瑞
造
」
の

と
あ
る
。

③
盤
金
金
線
を
用
い
て
図
案
な
ど
を
施
す
こ
と
。

④
輸
入

⑦
七
種
香
愈

『
日
本
国
志
』
で
は
「
輸
出
」
と
す
る
。
補
注
G
参
照
。

⑥
青

呉
祥
瑞

⑤
伊
勢
五
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G
 

は
じ
の
む
ら
じ

史
書
に
よ
れ
ば
、
雄
略
十
七
（
四
七
三
）
年
、
は
じ
め
て
土
師
連
に
命
じ
て
清
器
を
造
ら
せ
た
。
清
器
は
陶
器
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
崇
神
天
皇
（
崇
峻
天
皇
の
誤
り
）
の
時
に
は
瓦
博
士
が
い
て
、

陶
器
で
優
れ
た
作
品
と
さ
れ
る
の
は
、
尾
張
の
瀬
戸
焼
、
肥
前
の
伊
万
里
焼
と
言
わ
れ
る
。
金
を
め
ぐ
ら
し
華
や
か
な
模
様
を
施
す
の

は
、
加
賀
の
九
谷
焼
と
さ
れ
、
か
な
り
外
国
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
足
利
氏
の
時
、
伊
勢
五
郎
と
い
う
者
が
い
て
、
か
つ
て
景
徳
鎮

に
赴
い
て
青
花
の
手
法
を
学
ん
で
、
七
十
歳
で
造
っ
た
陶
器
を
携
え
て
帰
国
し
た
。
作
品
に
は
「
五
郎
大
夫
所
制
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

七
種
の
香
盆
は
、
蓮
を
愛
し
た
周
茂
叔
（
周
敦
願
）
の
像
を
画
い
た
も
の
が
最
も
優
れ
て
い
る
。
紙
の
よ
う
に
薄
く
、
磐
の
よ
う
な
音

色
が
し
て
、
ほ
と
ん
ど
定
窯
、
汝
窯
に
同
じ
で
、
と
り
わ
け
優
れ
た
宝
と
さ
れ
た
。

『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
陶
器
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

雄
略
十
七
年
、
始
命
土
師
連
造
清
器
、
清
器
即
陶
器
也
。
先
是
、
有
新
漢
陶
部
高
貴
来
能
作
旋
盤
等
具
、
帝
命
教
陶
工
。
及
崇
峻
時
、

百
済
遣
麻
奈
父
奴
、
陽
貴
文
、
陵
貴
文
、
昔
麻
帝
弥
四
人
来
、
称
瓦
博
士
、
世
亦
習
其
法
。
陶
之
佳
品
、
称
尾
張
瀬
戸
、
肥
前
今
利
、

盤
金
描
花
者
推
加
賀
九
谷
。
槽
泥
甫
就
、
先
用
銅
糸
嵌
作
山
水
樹
石
、
花
草
領
毛
之
形
、
侯
著
色
時
施
藍
作
地
、
別
以
青
緑
諸
色
図
肖

物
形
、
嘔
髪
悉
備
、
所
着
色
皆
用
薬
料
、
光
艶
照
人
、
神
采
如
生
。
別
有
一
種
名
七
宝
焼
、
亦
用
銅
糸
作
匡
廓
、
雑
采
雲
母
、
琉
璃
、

F
 

声
に
依
る
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
依
は
椅
な
り
。
磐
は
声
の
清
き
者
な
り
。
」

古
染
付
は
日
本
の
技
法
。
呉
須
は
明
末
の
民
窯
で
製
作
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。

一
説
に
は
、
寺
エ
と
と
も
に
韓
の
国
か
ら
来
た
と
い
う
。

窯
で
、
白
磁
を
制
作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
名
窯
。
汝
窯
は
河
南
省
臨
汝
県
に
あ
る
北
宋
の
官
窯
で
、
青
磁
を
制
作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
名
窯
。

⑨
定
、
汝
定
窯
と
汝
窯
。
定
窯
は
河
北
省
曲
陽
県
に
あ
る
北
宋
の
官

⑧
磐
声

『
毛
詩
』
商
頌
「
那
」
に
「
既
に
和
し
且
つ
平
、
我
が
磐

銘
を
も
つ
こ
と
に
由
来
し
、
明
代
に
景
徳
鎮
で
作
ら
れ
た
染
付
磁
器
。
白
地
に
青
い
コ
バ
ル
ト
の
顔
料
を
施
す
点
で
は
古
染
付
、
呉
須
と
同
じ
だ
が
、
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金
箔
な
ど
で
装
飾
し
た
絵
画
。
日
本
で
室
町
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

と
う
こ
う

た
金
碧
画
は
、
金
箔
の
地
に
岩
絵
具
で
彩
色
を
施
す
も
の
。
元
の
湯
屋
撰
『
画
鑑
』
「
唐
画
」
の
条
に
「
李
思
訓
は
画
き
て
色
を
山
水
に
著
く
る
に
、
金

碧
を
用
い
て
暉
映
し
、
自
ら
一
家
の
法
を
為
す
」
と
あ
る
。
李
思
訓
は
唐
代
の
画
家
。
の
ち
に
金
碧
山
水
の
創
始
者
と
さ
れ
る
。

自
注
E
注
④
洒
金
を
参
照
。

と
同
義
か
。
漆
器
に
施
す
一
種
の
蒔
絵
の
技
法
。
金
粉
や
金
箔
を
施
し
た
上
に
漆
を
塗
り
、
そ
れ
を
研
い
て
下
の
金
箔
な
ど
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
技
法
。

ち
り
ば

光
沢
の
な
い
も
の
。
明
の
文
震
亨
撰
『
長
物
志
』
巻
六
「
椙
」
に
「
近
ご
ろ
大
理
石
の
鍍
む
る
者
有
り
、
退

⑤
退
光

山
水
画
や
人
物
画
に
優
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

③
金
碧
書
＿

B

①
損
副
摺
犀
と
刷
紅
の
技
法
。
自
注

E
の
⑧
⑨
を
参
照
。

翻
出
六
朝
金
碧
書
―

線
霞
先
著
退
光
紅

翻
出
す
六
朝
の
金
碧
の
画

繰
霞
先
ず
著
く
退
光
の
紅

漆
枕

不
須
摺
別
亦
玲
瀧

漆
枕
仇
家
手
自
工

A
 

④
標
霞

「
漂
霞
」

②
仇
家
仇
英
。
明
代
の
画
家
。
字
は
実
父
、
号
は
十
洲
、
江
蘇
省
太
倉
の
人
。

螺
紋
、
貝
錦
諸
物
以
作
、
采
色
斑
闊
陸
離
、
其
光
燈
燈
、
而
離
嵌
入
微
、
拭
之
無
痕
。
此
又
本
銅
器
商
金
、
漆
器
螺
釧
之
法
而
用
之
於

磁
器
者
也
。
亦
能
作
青
花
、
足
利
氏
時
有
伊
勢
五
郎
者
曾
至
景
徳
鎮
専
学
青
花
、
年
七
十
帰
、
携
其
手
造
者
欺
日
五
郎
大
夫
、
所
製
七

種
香
盆
、
以
画
愛
蓮
周
茂
叔
像
為
最
佳
。
紙
薄
磐
声
、
幾
類
定
、
汝
、
賞
鑑
家
極
宝
之
。
日
本
陶
器
、
論
其
純
白
雅
素
実
不
如
中
国
、

而
近
日
兼
習
仏
蘭
西
法
、
於
所
造
器
巧
構
式
様
、
履
変
不
窮
、
所
絵
花
鳥
又
時
出
新
意
、
不
習
藍
本
、
著
色
亦
花
艶
奪
目
、
故
西
人
喜

購
之
、
為
輸
出
一
大
宗
。

手
自
ら
エ
な
り

「
其
百
九
十
二
」
さ

ん

て

き

も

ち

摺
別
を
須
い
ざ
る
も
亦
た
玲
瀧
た
り

き
ゅ
う
仇
家

[
韻
字
]
瀧
・
エ
・
紅
（
上
平
一
東
）
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せ
る
技
法
。

E

①
慄
漆

⑤
彩
漆
漆
に
顔
料
を
加
え
て
発
色
さ
せ
る
技
法
。
⑥
離
嵌

④
洒
金

之
を
柴
と
謂
う
」
と
あ
る
。

②
泥
金

光
の
朱
黒
の
漆
す
る
も
の
有
り
、
中
に
竹
樹
を
刻
み
、
粉
を
以
て
填
す
る
者
、
新
た
に
螺
釧
す
る
者
有
り
、
大
い
に
雅
器
に
非
ず
」
と
あ
る
。

代
の
金
碧
画
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
繍
霞
（
蒔
絵
）

明
の
郎
瑛

③
描
金
漆
を
塗
っ
た
上
に
金
粉
や
銀
粉
で
模

摺
犀
や
刷
紅
の
技
法
を
用
い
ず
と
も
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
。
漆
塗
り
の
枕
に
描
か
れ
た
仇
英
の
画
は
、
巧
み
な
筆
遣
い
。
六
朝
時

の
技
法
は
、
ま
ず
光
沢
の
な
い
朱
の
漆
を
塗
る
。

き
ゅ
う
し
つ

楳
漆
の
器
は
、
最
も
能
品
と
称
す
。
泥
金
、
描
金
、
洒
金
も
て
雲
姻
、
山
水
、
花
木
、
鳥
獣
を
作
す
、
巧
み
な
る
画
手
と
雖
も
亦

た
復
た
如
か
ず
。
又
た
繰
霞
彩
漆
有
り
、
爛
爛
と
し
て
人
を
射
て
、
意
采
飛
動
す
。
螺
鋪
の
器
は
、
離
嵌
微
に
入
り
、
手
も
て
之
を

よ

う

わ

し

っ

た

く

み

な

ら

拭
く
に
、
痕
無
き
が
若
き
者
な
り
。
七
脩
類
稿
に
謂
え
ら
く
諸
製
皆
な
創
る
に
日
本
自
り
す
。
天
順
の
間
、
楊
倭
漆
最
も
エ
に
之
に
放

う
。
然
れ
ど
も
究
に
及
ば
ず
と
。
我
が
宋
、
元
の
措
犀
（
朱
黄
黒
の
三
色
の
漆
を
用
い
、
諸
象
を
離
刻
す
る
に
、
其
の
間
処
を
鑽
し
て
、

か

さ

あ

ら

か

さ

さ

い

ひ

層
ね
て
見
わ
れ
畳
ね
て
出
で
し
む
。
又
た
西
皮
と
名
づ
け
、
亦
た
犀
皮
と
名
づ
く
。
即
ち
楚
詞
の
犀
眺
に
し
て
、
宋
、
元
の
人
の
作
る

は
な
は

所
は
至
だ
佳
な
り
）
、
張
、
楊
の
別
紅
（
厚
き
朱
漆
を
用
い
て
之
を
鍍
す
る
は
、
名
づ
け
て
別
紅
と
日
う
。
元
朝
の
西
塘
に
張
成
、
楊
茂

そ

う

き

ん

じ

ゅ

う

し

ゅ

う

た

だ

有
り
、
最
も
名
を
得
た
り
）
、
呉
、
越
の
餓
金
の
若
し
。
東
人
之
を
得
れ
ば
、
則
ち
錦
嚢
繍
峡
、
什
襲
す
る
こ
と
音
な
ら
ず
、
之
に

漆
塗
り
の
技
法
。
楳
は
漆
を
塗
る
こ
と
。
「
史
記
』
貨
殖
列
伝
に
「
木
器
の
柴
す
る
者
千
枚
」
、
正
義
に
「
顔
云
う
、
物
に
漆
す
る
を
以
て

様
を
描
く
技
法
。

奴
う
も
亦
た
我
に
如
か
ざ
る
な
り
。

D
 c
 

金
箔
と
膠
を
混
ぜ
た
金
色
の
顔
料
で
模
様
を
描
く
技
法
。

蒔
絵
の
技
法
。
漆
を
塗
っ
た
の
ち
に
金
粉
や
金
箔
を
撒
き
、
さ
ら
に
漆
を
塗
っ
て
磨
き
、
金
の
模
様
を
浮
か
び
上
が
ら

彫
っ
た
り
嵌
め
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
。

⑦
七
脩
類
稿
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張
、
楊
之
則
紅

⑪
錦
嚢
繍 ⑨

 

漆
器

（
一
四
八
七
＼
？
）
著
『
七
脩
類
稿
』
巻
四
十
五
「
倭
国
物
」
の
条
に
、
「
古
に
餓
金
有
る
も
泥
金
無
く
、
貼
金
有
る
も
描
金
、
洒
金
無
く
、
鉄
銃
有
る

も
木
銃
無
く
、
硬
屏
風
有
る
も
軟
屏
風
無
く
、
別
紅
有
る
も
線
霞
、
彩
漆
無
く
、
皆
な
起
こ
る
に
本
朝
自
り
す
。
東
夷
の
或
い
は
貢
し
或
い
は
伝
う
る

に
因
り
て
有
る
な
り
。
描
金
、
洒
金
は
、
浙
の
寧
波
に
倭
国
の
通
史
多
し
、
因
り
て
与
に
情
熟
し
言
飴
し
て
之
を
得
、
洒
金
は
尚
お
彼
の
円
き
に
如
く

能
わ
ず
、
故
に
仮
の
倭
扇
も
亦
た
寧
波
の
人
造
れ
り
。
泥
金
、
彩
漆
、
標
霞
は
、
宜
徳
の
間
に
人
を
し
て
彼
に
至
ら
し
め
、
其
の
法
を
伝
う
」
と
あ
る
。

ま
た
同
書
巻
四
十
七
「
楊
填
」
の
条
に
は
、
「
天
順
の
間
、
楊
坦
な
る
者
有
り
、
漆
の
理
を
精
明
に
し
、
各
色
倶
に
合
す
べ
く
し
て
、
倭
漆
に
於
い
て
尤

も
妙
な
り
、
其
の
山
水
人
物
を
漂
霰
す
る
こ
と
、
神
気
飛
動
し
、
真
に
之
を
描
写
す
る
も
如
か
ず
、
愈
い
よ
久
し
く
愈
い
よ
鮮
な
り
、
世
に
楊
倭
漆
と

は
な
は

号
す
。
製
る
所
の
器
皿
も
亦
た
珍
貴
に
し
て
、
近
時
絶
だ
少
し
、
人
惟
だ
其
の
絶
芸
な
る
を
知
る
も
、
士
人
の
如
か
ざ
る
者
有
る
を
知
ら
ず
」
と
見
え

る
。
な
お
こ
の
詩
の
自
注
と
『
日
本
国
志
』
の
引
用
は
、
『
格
致
鏡
原
』
巻
三
十
六
所
引
の
七
修
類
稿
の
記
述
に
基
づ
く
。

⑧
宋
、
元
之
損
犀

に
彫
刻
を
施
す
技
法
。
ま
た
そ
の
漆
器
。
「
西
皮
」
は
宋
の
曾
―
―
一
異
『
因
話
録
』
（
元
、
陶
宗
儀
撰
『
綴
耕
録
』
巻
十
一
所
収
）
に
「
謂
え
ら
く
傑
器
の
西

皮
と
称
す
る
者
は
、
世
人
誤
り
て
以
て
犀
角
の
犀
と
為
す
は
非
な
り
。
乃
ち
西
方
の
馬
鞘
の
黒
自
り
し
て
丹
、
丹
自
り
し
て
黄
、
時
に
復
た
改
易
し
て
、

五
色
相
い
畳
な
り
、
馬
鐙
磨
擦
し
て
、
凹
処
の
簗
然
と
し
て
文
を
成
す
有
り
、
遂
に
楳
器
を
以
て
倣
い
て
之
を
為
す
」
と
あ
る
。
「
犀
皮
」
は
「
犀
訛
」

に
同
じ
。
宋
の
愈
淡
『
席
上
腐
談
』
巻
上
に
「
漆
器
に
所
謂
犀
皮
な
る
者
有
り
、
西
毘
国
よ
り
出
で
、
訛
し
て
犀
皮
と
為
る
」
と
あ
る
。
な
お
『
楚
辞
』

か
が
や

招
魂
に
は
「
晋
は
犀
比
を
制
る
に
、
費
く
こ
と
白
日
の
ご
と
し
」
と
あ
り
、
王
逸
の
注
に
「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
晋
国
の
エ
は
簿
、
基
、
箸
を
作
り
、
犀

角
を
比
集
し
て
、
以
て
離
飾
と
為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
犀
の
角
で
作
っ
た
装
飾
品
で
あ
り
、
漆
器
と
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

別
紅
は
、
堆
朱
の
こ
と
。
朱
の
漆
を
重
ね
て
塗
り
、
彫
刻
を
施
す
も
の
。
足
利
義
詮
に
仕
え
た
長
充
な
る
人
物
が
堆
朱
を
よ
く
し
、

元
朝
の
名
エ
と
さ
れ
る
張
成
と
楊
茂
の
名
か
ら
一
字
ず
つ
を
と
っ
て
堆
朱
楊
成
を
名
乗
り
、
代
々
堆
朱
の
技
を
伝
え
て
い
る
。

⑩
呉
、
越
之
戟
金

戴
金
は
象
嵌
の
こ
と
。
明
の
楊
慎
撰
『
丹
鉛
続
録
』
巻
十
「
釧
金
」
に
「
唐
六
典
に
十
四
種
金
有
り
、
日
＜
錯
金
、
日
＜
拍
金
、
日
＜
鍍
金
、
日
＜
織

金
、
日
＜
研
金
、
日
＜
披
金
、
日
＜
泥
金
、
日
＜
鍍
金
、
日
＜
撚
金
、
日
＜
餓
金
、
日
＜
圏
金
、
日
＜
貼
金
、
日
＜
嵌
金
、
日
＜
裏
金
。
」
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『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
漆
器
」
の
条
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

作
小
器
物
、
盤
有
円
、
方
、
八
角
、
縦
環
四
角
、
牡
丹
弁
等
式
。
匝
有
長
方
、
渾
円
、
六
角
等
式
。
有
一
盤
中
分
作
大
小
数
具
者
、

又
有
裏
為
小
合
皿
、
表
為
大
合
皿
、
層
累
容
積
至
七
八
合
乃
至
十
数
合
者
。
皆
以
木
為
質
、
以
漆
為
飾
、
漆
皆
退
光
、
黒
可
鑑
人
。
其
砕
金

G
 

巧
み
な
画
家
で
あ
っ
て
も
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
練
霞
や
彩
漆
の
技
法
が
あ
り
、
き
ら
き
ら
と
人
を
射
る
よ
う
に
輝
き
、
そ
の

趣
や
彩
り
は
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
螺
釧
の
器
は
、
離
嵌
の
技
法
が
微
に
入
り
細
を
穿
ち
、
手
で
こ
れ
を
こ
す
っ
て
も
、
嵌
め
込
ん

だ
痕
跡
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
『
七
修
類
稿
』
に
は
こ
れ
ら
の
手
法
は
み
な
日
本
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
天
順
年

間
(
-
四
五
七
ー
一
四
六
四
）
に
、
楊
倭
漆
が
最
も
巧
み
に
こ
れ
を
模
倣
し
た
が
、
つ
い
に
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
我
が

さ
ん
さ
い

宋
、
元
の
揖
犀
（
朱
・
黄
•
黒
の
三
色
の
漆
を
用
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
離
刻
し
、
間
に
穴
を
あ
け
る
よ
う
に
彫
り
、
何
層
に
も
漆

の
色
が
現
れ
出
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
西
皮
と
呼
び
、
犀
皮
と
も
呼
ぶ
が
、
つ
ま
り
こ
れ
が
楚
辞
に
い
う
と
こ
ろ
の
犀
眺
で
あ
り
、
宋
、

元
の
人
が
製
作
し
た
も
の
が
と
り
わ
け
素
晴
ら
し
い
）
、
張
、
楊
の
別
紅
（
厚
い
朱
の
漆
を
用
い
て
こ
れ
を
彫
っ
た
も
の
で
、
刷
紅
と
名

付
け
ら
れ
た
。
元
朝
の
西
塘
に
張
成
、
楊
茂
と
い
う
者
が
い
た
が
と
り
わ
け
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
）
、
呉
、
越
の
餓
金
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
東
の
人
が
こ
れ
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
錦
や
刺
繍
の
美
し
い
袋
や
峡
で
大
切
に
収
蔵
す
る
こ
と
こ
の
上
な
い
が
、
こ
れ
を
模
倣

し
て
も
や
は
り
我
が
国
の
も
の
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

F
 
鞣
漆
の
器
は
、
最
も
す
ぐ
れ
た
品
と
称
さ
れ
る
。
泥
金
、
描
金
、
洒
金
を
も
っ
て
雲
煙
、
山
水
、
花
木
、
鳥
獣
を
画
い
て
お
り
、

に
遇
え
ば
、
書
し
て
嚢
中
に
投
ず
。
」

⑫
什
襲
幾
重
に
も
重
ね
て
包
み
、
大
切
に
蔵
す
る
こ
と
。

峡
錦
や
刺
繍
を
し
た
美
し
い
袋
や
峡
。
『
新
唐
書
』
李
賀
伝
に
「
た
母
且

ぉ

日
出
づ
れ
ば
、
弱
馬
に
騎
り
、
小
笑
奴
を
従
え
、
古
錦
嚢
を
背
い
、
得
る
所
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作
泥
如
繁
星
点
者
、
為
泥
金
。
以
金
描
山
水
台
樹
、
魚
鳥
花
果
者
、
為
描
金
。
用
金
泥
以
筆
揮
洒
、
作
雪
片
、
作
泳
紋
者
、
為
洒
金
。

（
村
瀬
之
煕
謂
漆
内
雑
金
為
洒
金
、
今
考
漆
内
雑
金
乃
泥
金
別
法
、
如
古
銅
鑢
兼
金
、
漆
二
色
、
非
洒
金
也
。
）
黒
~
~
地
、
以
金
銀
彩
~
描
作
図
画
、

再
楳
以
黒
漆
磨
措
再
四
、
以
出
其
文
者
為
漂
霞
彩
漆
。
（
日
本
謂
之
磨
出
摸
金
。
村
瀬
之
煕
謂
即
漂
霞
彩
襟
。
考
此
数
法
皆
出
於
日
本
、
『
七
脩
類

稿
』
日
、
古
有
戴
金
而
無
泥
金
、
有
貼
金
而
無
描
金
、
洒
金
、
有
刷
紅
而
無
漂
叢
彩
漆
。
皆
起
自
本
朝
。
因
東
夷
或
貢
、
或
伝
而
有
也
。
描
金
、
洒
金
、

浙
之
寧
波
多
倭
国
通
使
、
因
情
熟
言
飴
而
得
之
。
洒
金
尚
不
能
如
彼
之
円
、
故
候
倭
扇
亦
寧
波
人
造
也
。
泥
金
、
彩
漆
漂
霞
、
宣
徳
間
、
遣
人
至
彼
伝

其
法
。
又
日
、
天
順
間
、
有
楊
填
者
明
漆
理
、
各
色
倶
可
合
、
而
於
倭
漆
尤
妙
其
漂
霞
、
山
水
人
物
神
気
飛
動
、
真
描
写
之
不
如
、
愈
久
愈
鮮
、
世
号

楊
倭
漆
。
）
其
以
螺
鍍
嵌
者
名
螺
填
、
欲
紅
光
者
以
朋
脂
、
欲
翠
光
者
以
黛
緑
、
皆
染
裏
面
、
其
純
白
厚
賦
者
尤
佳
。
各
撃
片
如
紙
、
浸

醸
酷
中
一
夕
、
螺
乃
受
刀
、
肖
作
花
草
諸
形
、
紛
切
細
片
、
再
以
針
劃
器
作
凹
処
如
仰
瓦
形
、
細
嵌
入
微
、
以
手
摩
拭
不
著
痕
迩
者
為

貴
。
（
『
泊
宅
編
』
日
、
螺
填
器
本
出
倭
国
、
物
象
百
態
、
頗
極
エ
巧
、
非
若
今
市
人
所
信
者
。
考
『
湘
宦
紀
聞
』
日
、
宣
和
六
年
、
李
資
徳
富
轍
上
螺

釧
硯
匪
。
『
格
古
要
論
』
日
、
螺
釧
器
皿
出
江
西
吉
安
府
麿
陵
県
、
宋
朝
内
府
中
物
及
旧
倣
者
倶
是
堅
漆
、
或
有
嵌
銅
絲
者
甚
佳
。
『
通
雅
』
日
、
宋
内
府

有
細
螺
、
即
螺
細
也
。
『
遵
生
八
賤
』
、
宜
徳
有
填
漆
器
皿
、
有
漂
霞
、
砂
金
、
鉤
嵌
、
堆
漆
等
製
、
以
新
安
方
信
川
所
製
為
佳
。
蓋
中
国
旧
有
此
法
。
惟

呂
種
玉
『
言
鯖
』
作
羅
殿
、
日
、
群
制
蛮
国
、
其
王
号
鬼
王
、
其
別
帥
日
羅
殿
。
王
在
辰
、
交
之
間
、
即
今
雲
貴
界
外
、
世
用
其
蛤
飾
器
、
謂
之
羅
殿
。

今
江
西
徽
州
工
人
以
製
杯
盤
屏
匝
、
精
工
細
巧
、
実
出
於
此
、
俗
謂
之
螺
旬
、
乃
羅
殿
之
誤
也
。
其
説
較
詭
異
、
然
亦
不
言
来
自
日
本
。
日
本
村
瀬
之

煕
日
、
此
方
所
製
螺
填
殊
不
及
漢
製
者
、
蓋
其
所
用
螺
蛤
品
類
不
一
、
而
佳
者
絶
不
産
此
方
。
漢
産
螺
四
面
皆
有
光
、
国
産
者
止
一
面
有
光
、
故
雖
有

巧
工
必
取
漢
産
螺
蛤
製
之
。
観
此
知
螺
填
之
法
乃
本
於
中
国
、
与
泥
金
、
描
金
、
洒
金
出
自
日
本
者
有
殊
。
『
泊
宅
編
』
所
云
蓋
誤
伝
也
。
）
亦
能
沈
げ
刷

紅
、
俗
名
堆
朱
、
其
品
目
頗
豚
、
日
刷
紅
、
（
紅
漆
為
地
、
以
珠
漆
堆
起
三
十
余
層
、
刻
人
物
楼
台
、
花
舟
領
毛
及
連
環
。
）
日
堆
紅
、
（
株
漆
、
黒

漆
層
層
堆
起
、
刻
痕
有
紅
、
黒
糸
絞
続
。
）
日
堆
烏
、
（
黒
漆
中
層
層
有
細
紅
糸
、
多
刻
作
連
環
。
）
日
堆
漆
、
（
全
用
黒
漆
、
刻
作
連
環
及
花
舟
。
）
日

桂
漿
、
（
黄
漆
為
地
、
以
黒
漆
堆
起
、
黒
漆
中
有
三
層
細
紅
糸
。
）
日
紅
砲
緑
葉
、
（
用
彩
漆
刻
花
升
領
毛
。
）
日
金
糸
、
（
黄
、
黒
、
珠
漆
重
畳
堆
起
。
）
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枕
に
し
て
方
に
眠
熟
す
、
即
ち
之
を
呼
び
て
日
く
、
某

B

①
第
＿
句

わ
れ

『
後
漢
書
』
陳
罵
伝
に
、
「
元
は
請
う
る
に
一
丸
の
泥
を
以
て
大
王
の
為
に
東
の
か
た
函
谷
関
を
封
ぜ
ん
、
此
れ
万
世
の
一
時
な
り
」

と
あ
る
。
実
藤
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
こ
で
は
、
泥
に
よ
っ
て
函
谷
関
を
封
鎖
し
て
敵
の
侵
入
を
防
い
だ
例
を
転
じ
て
、
関
所
を
開
い
て
泥
の
カ

（
陶
器
の
製
法
）
を
中
国
か
ら
得
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。

記
さ
ず
、
嘗
て
一
王
秀
オ
と
嵩
山
に
遊
び
、
羅
を
把
り
澗
を
越
ゆ
る
に
、
境
は
幽
隻
を
極
め
、
遂
に
帰
路
に
迷
う
。
将
に
暮
れ
ん
と
す
る
に
之
く
所
を

か
ん
す
い

知
ら
ず
、
徒
椅
す
る
の
間
、
忽
と
し
て
叢
中
に
附
睡
の
声
あ
る
を
覚
ゆ
、
榛
を
披
い
て
之
を
窺
う
に
、

修
月
還
将
七
賓
装

何
意
鶴
金
螺
釧
外

更
能
煉
石
補
天
荒

開
闘
轄
得
丸
泥
力

A
 

日
刷
金
、
（
黄
漆
、
黒
漆
重
畳
堆
起
。
）
日
犀
皮
、
或
名
松
皮
。
（
礫
、
黄
、
黒
漆
重
畳
堆
起
、
睾
以
黒
漆
、
刻
連
環
、
差
浅
且
漫
。
）
江
戸
有
楊
成

者
、
泄
以
善
離
漆
隷
於
官
、
据
称
其
家
法
得
自
元
之
張
成
、
楊
茂
云
。
（
『
遵
生
八
賤
』
日
、
宋
人
離
紅
漆
器
多
以
金
銀
為
胎
、
有
錫
胎
者
、
有

蝋
地
者
、
有
用
五
色
漆
胎
、
刻
法
深
浅
随
粧
露
色
。
元
時
有
張
成
、
楊
茂
一
一
家
、
技
檀
一
時
。
『
格
古
要
論
』
日
、
刷
紅
器
皿
無
新
旧
、
但
看
株
厚
色
鮮
、

紅
潤
堅
重
者
為
好
。
宋
朝
内
府
中
物
多
是
金
銀
作
素
者
。
元
朝
嘉
興
府
西
塘
楊
雁
有
張
成
、
楊
茂
、
別
紅
最
得
名
、
但
株
薄
而
不
堅
者
多
。
日
本
国
、

琉
球
国
独
愛
此
物
。
楊
成
之
法
、
蓋
本
此
二
家
也
。
）

「
其
百
九
十
三
」

関
を
開
い
て
転
じ
て
得
た
り
丸
泥
の
カも

月
を
修
む
る
が
ご
と
く
還
た
七
宝
を
将
っ
て
装
う

お

も

し

よ

う

何
ぞ
意
わ
ん
鶴
金
螺
釧
の
外
に

更
に
能
く
石
を
煉
し
天
荒
を
補
う
こ
と
あ
ら
ん
と
は

②
第
二
句

[
韻
字
]
装
•
荒
（
下
平
七
陽
）

偶
た
ま
此
の
径
に
入
り
て
路
に
迷
う
、
君
は
官
道
に
向
か
う
を
知
る
や
否
や
と
。
其
の
人

一
人
の
布
衣
の
甚
だ
潔
白
に
し
て
、

一
撲
物
を

『
酉
陽
雑
俎
』
巻
一
天
應
に
「
太
和
中
、
鄭
仁
本
の
表
弟
、
姓
名
を
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D
 

首
を
挙
げ
て
、
略
視
す
る
も
応
ぜ
ず
、
復
た
寝
ぬ
。
又
た
再
三
之
を
呼
び
、
乃
ち
起
坐
し
て
顧
み
て
日
く
、
此
に
来
た
れ
二
人
と
。
因
り
て
之
に
就
き
、

か
が
や

且
つ
其
の
自
る
所
を
問
う
に
、
其
の
人
笑
い
て
日
く
、
君
は
月
の
乃
ち
七
宝
も
て
合
成
す
る
を
知
る
や
。
月
の
勢
は
丸
の
如
く
、
其
の
影
は
日
に
礫
か

さ
れ
、
其
の
凸
な
る
処
や
、
常
に
八
万
二
千
戸
の
之
を
修
む
る
有
り
。
予
は
即
ち
一
数
な
り
と
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。
月
は
七
つ
の
宝
に
よ
っ
て

合
成
さ
れ
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
補
修
さ
れ
て
い
る
と
す
る
考
え
。
月
光
の
美
し
さ
を
い
う
も
の
。
ま
た
宋
の
文
同
「
寄
題
杭
州
通
判
胡
学
士
官
居
詩
」

が
ん
ど
う

其
四
に
、
「
予
は
恐
る
世
人
の
高
丘
i
品
洞
の
中
、
中
に
八
万
―
一
千
の
月
を
修
む
る
の
戸
有
る
を
知
ら
ざ
る
を
」
（
『
丹
淵
集
』
巻
十
）
と
あ
る
。

匝
羅
を
携
う
」
と
あ
る
。

金
の
盤
陀
、
螺
釧
の
漆
合
皿

色
の
石
を
煉
し
て
天
を
補
う
故
事
。
『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
に
「
往
古
の
時
、
四
極
廃
れ
、
九
州
裂
け
、
天
は
兼
ね
て
覆
わ
ず
、
地
は
周
＜
載
せ
ず
。
火
は

顧
民
を
食
ら
い
、
鶯
鳥
老
弱
を
擾
る
。
是
に
於
い
て
女
禍
は
五
色
の
石
を
錬
し
て
以
て

煽
炎
と
し
て
滅
せ
ず
、
水
は
浩
洋
と
し
て
息
ま
ず
。
猛
獣

こ
う

蒼
天
を
補
い
、
鼈
足
を
断
ち
て
以
て
四
極
を
立
つ
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

（
敵
の
侵
入
を
ふ
せ
ぐ
べ
き
）
関
所
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
陶
器
の
製
法
を
（
中
国
か
ら
）
習
得
し
た
。
七
宝
で
合
成
さ

れ
て
い
る
と
い
う
月
の
ご
と
く
、
（
日
本
に
は
）
七
宝
に
よ
っ
て
装
飾
す
る
焼
き
物
も
あ
る
。
ま
さ
か
金
の
装
飾
や
螺
釧
以
外
に
、
女
禍

が
五
色
の
石
で
蒼
天
を
補
っ
た
よ
う
に
、
七
宝
で
飾
る
技
法
が
あ
っ
た
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

き
よ
う
か
く

陶
器
の
盤
金
描
花
自
り
以
外
に
、
七
宝
焼
と
名
づ
く
る
者
有
り
、
亦
た
銅
糸
を
用
い
て
匡
廓
を
作
り
、
雑
え
て
雲
母
、
琉
璃
、
螺

い
く
い
く

紋
、
貝
錦
の
諸
物
を
采
り
て
以
て
采
色
を
作
し
、
班
闊
陸
離
、
其
の
光
は
燈
燈
た
り
。
此
れ
又
た
本
は
漆
器
螺
釧
、
銅
器
商
金
の
法
に

し

よ

う

ち

ょ

う

か

く

し

よ

う

し
て
之
を
磁
器
に
用
う
る
者
な
り
。
日
本
の
銅
器
は
多
く
鶴
金
陥
銀
法
を
用
う
。
詩
に
、
儲
革
に
鶴
た
る
有
り
。
鄭
箋
に
云
う
、
鶴

は
金
飾
の
貌
な
り
と
。
稗
史
類
編
に
云
え
ら
く
、
嘗
て
夏
の
干
文
に
離
す
る
を
見
る
に
、
銅
上
に
相
嵌
す
る
に
金
を
以
て
す
と
。
古
は

c
 

金
で
装
飾
を
施
す
こ
と
。
黄
遵
憲
「
桜
花
歌
」
に
「
鶴
金
の
宝
鞍

④
第
四
句

女
蝸
が
五

③
鶴
金
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す
る
。

銅
や
銀
な
ど
の
金
属
面
に
細
い
金
属
線
で
模
様
を
象
り
、
ガ
ラ
ス
の
釉
薬
な
ど
を
施
し
て
、
図
柄
を
焼
き
付
け
た
も
の
。
②
螺
紋

貝
錦
貝
殻
の
紋
様
や
色
彩
を
再
現
す
る
よ
う
な
技
法
を
い
う
か
。
「
七
宝
」
は
も
と
は
仏
教
の
七
種
の
宝
に
由
来
し
、
金
、
銀
、
璃
瑞
、
珊
瑚
、
瑠
璃
、

破
璃
、
碑
碩
（
し
ゃ
こ
貝
）
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
美
し
さ
を
も
つ
工
芸
を
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
採
っ
た
か
。

③
班
蘭
陸
離
「
班

か
が
や

闊
」
は
斑
爛
、
班
蘭
に
同
じ
。
「
斑
爛
」
は
あ
で
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。
唐
の
権
徳
輿
「
送
別
況
認
」
詩
に
「
斑
爛
た
る
五
採
の
服
、
前
路
に
春
物
煕
く
」

と
あ
る
。
「
陸
離
」
は
色
彩
が
入
り
混
じ
る
さ
ま
。
『
淮
南
子
』
本
経
訓
に
「
五
采

燈
た
り
上
層
の
峰
。
」

器
に
金
銀
を
鎖
む
る
者
有
り
、
号
し
て
商
金
商
銀
と
称
す
。
商
の
言
を
為
す
や
鶴
な
り
、
鄭
箋
に
謂
う
所
の
鶴
は
金
飾
の
貌
な
り
と
は
、
是
な
り
。
乃

ち
嵌
鍍
の
義
な
り
」
と
あ
る
。

金
銀
を
は
め
こ
ん
で
飾
る
技
法
の
こ
と
。
宋
の
江
少
虞
『
事
実
類
苑
』
巻
一
一
十
五
「
賜
鞍
轡
」
に
「
参
政

副
枢
宜
徽
節
度
使
、
附
馬
に
は
、
繍
盤
鳳
裸
花
鶴
七
十
両
、
陥
銀
の
街
鐙
あ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
綬
銀
」
の
こ
と
か
。
明
の
楊
慎
「
丹
鉛
余
録
•
練

録
』
巻
八
綾
壌
に
「
錢
は
音
は
減
、
鍍
金
を
以
て
馬
首
に
飾
る
な
り
。
又
た
鉄
質
金
文
を
日
い
、
綾
と
日
う
な
り
。
西
京
の
賦
に
、
金
綬
鍍
錫
と
い
い
、

馬
融
の
広
成
の
頌
に
、
金
錢
玉
壌
と
い
い
、
詩
に
鈎
贈
鍍
錫
と
云
い
、
国
語
に
懐
櫻
挟
壌
と
日
う
は
、
皆
な
此
を
指
す
。
今

と
日
う
」
と
あ
る
。
ま
た
明
の
方
以
智
『
通
雅
』
巻
三
十
三
器
用
・
古
器
に
「
張
衡
の
賦
に
、
金
錢
（
音
は
減
）
銀
鍍
と
い
う
は
、
鉄
質
金
文
を
謂
い
、

馬
轡
を
飾
る
な
り
。
馬
融
の
広
成
の
頌
に
、
金
錢
銀
鍍
と
い
う
。
今
の
俗
の
鞍
轡
什
物
を
以
て
す
る
は
錢
銀
と
日
う
。
事
件
の
細
な
る
者
は
絲
錢
と
日

い
、
片
な
る
者
は
片
錢
と
日
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
鍍
金
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
注
⑪
所
引
の
『
通
雅
』
は
今
の
「
錢
銀
」
に
同
じ
と

「
毛
詩
』
周
頌
．
載
見
に
「
條
革
鶴
た
る
有
り
、
休
い
に
し
て
烈
光
有
り
」
と
あ
り
、
鄭
箋
に
「
鶴
は
金
飾
の
貌
」
と
あ
る
。

は
采
色
相
参
和
す
る
な
り
。
陸
離
は
美
好
の
貌
。
」

E
 

⑦
詩

①
七
宝
焼

⑤
商
金

⑥
陥
銀

「
商
」
は
金
や
銀
で
装
飾
を
施
す
こ
と
。
「
鶴
」
に
同
じ
。
哀
枚
『
随
園
随
筆
』
商
金
銀
之
訛
に
「
今
の
骨
董
家
の
銅

④
燈
燈

⑧
 

馬
鞍
を
名
づ
け
て
綬
銀

勝
れ
る
を
争
い
、
流
漫
し
て
陸
離
」
と
あ
り
、
高
誘
の
注
に
「
流
漫

刻
を
謂
い
て
商
と
為
す
、
又
た
商
金
と
名
づ
く
。
宋
史
百
官
に
鞍
勒
に
陥
銀
有
り
、
元
史
に
簡
銀
と
作
す
は
、
即
ち
此
の
法
な
り
。

明
る
＜
輝
く
さ
ま
。
梁
の
簡
文
帝
「
詠
朝
日
」
詩
に
「
団
団
と
し
て
天
外
に
出
で
、
燈
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G
 
「
其
百
九
十
こ
補
注
G
所
引
の
『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
を
参
照
。

と
あ
り
、
『
元
史
』
に
「
簡
銀
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

F
 

の
に
拠
る
か
。

稗
史
類
編

宋
志
百
官
に
鞍
勒
に
陥
銀
、
衡
鐙
有
り
」
と
あ
る

⑨
古
謂
刻
為
商

器
は
多
く
相
嵌
す
、
訛

明
の
王
折
『
稗
史
彙
編
』
の
誤
り
か
。
黄
遵
憲
が
目
賭
し
た
と
お
ぼ
し
き
『
格
致
鏡
原
』
巻
三
十
六
珍
宝
類
に
は
、
「
稗
史
類
編
に
…
…
予

嘗
て
夏
の
離
文
の
銅
上
に
相
嵌
す
る
に
金
を
以
て
し
、
其
の
細
た
る
こ
と
髪
の
如
き
を
見
る
」
と
あ
る
。

か
ざ

用
・
古
器
に
「
金
銀
の
糸
を
以
て
器
を
餓
る
は
商
と
日
う
、
鍍
嵌
を
謂
う
な
り
。
元
美
日
く
、
趙
希
鵠
云
え
ら
く
、
夏
の
時

し
て
商
嵌
と
為
す
、
…
…
蓋
し
古
は
刻
を
謂
い
て
商
と
為
す
、
商
金
商
銀
は
、
乃
ち
古
の
遺
称
な
り
」
と
あ
る
。

十
輿
服
志
二
に
「
陥
銀
衡
鐙
」
と
あ
る
。
ま
た
『
格
致
鏡
原
』
巻
二
十
九
舟
車
類
・
馬
具
に
「
鐙

つ
ま
り
こ
の
技
法
で
あ
る
。

『
通
雅
』
巻
三
十
三
器

⑩
宋
史
百
官

『
宋
史
』
巻
百
五

⑪
元
史
作
簡
銀ばん

鐙
の
所
謂
陥
銀
は
、
即
ち
今
の
錢
銀
な
り
。
元
志
は
簡
銀
に
作
り
、
弱
侯
は
錨
銀
に
作
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
元
史
』
に
は
見
え
な
い
。

『
通
雅
』
巻
三
十
三
に
「
宋
志
百
官
に
、
鞍
勒
に
金
塗
、
銀
装
、
牡
丹
、
枝
具
、
雉
子
、
白
鞭
、
陥
銀
あ
り
、
晰

陶
器
に
金
線
を
め
ぐ
ら
し
華
や
か
な
模
様
を
施
す
以
外
に
、
七
宝
焼
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
銅
線
を
用
い
て
枠
組
み
を
作

う
ん
も

り
、
雲
母
や
琉
璃
（
ガ
ラ
ス
）
、
螺
紋
、
貝
錦
な
ど
を
と
り
混
ぜ
て
用
い
て
彩
色
を
施
す
も
の
で
、
美
し
く
色
と
り
ど
り
で
、
光
り
輝
い

て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
も
と
も
と
は
漆
器
に
施
す
螺
細
や
、
銅
器
に
施
す
商
金
の
技
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
磁
器
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
銅
器
は
多
く
は
鶴
金
・
陥
銀
法
を
用
い
て
い
る
。
『
詩
経
』
に
「
儲
革
鶴
た
る
有
り
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
箋
に
「
鶴
は
、
金

の
装
飾
の
さ
ま
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
『
稗
史
類
編
』
に
は
、
「
嘗
て
夏
の
干
文
に
離
す
る
を
見
る
に
、
銅
上
に
相
嵌
す
る
に
金
を
以

て
す
」
と
見
え
る
。
昔
は
刻
す
る
こ
と
を
商
と
言
っ
た
の
で
、
商
金
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
『
宋
史
』
百
官
志
に
「
鞍
勒
に
陥
銀
有
り
」
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D
 
c
 

し
ょ
う
じ
ょ
う

摺
畳
扇
は
実
に
東
人
よ
り
始
む
、

山
外
従
り
す
る
遠
景
は
、
之
を
高
遠
と
謂
う
」
と
あ
る
。

B
 

A
 

自
注
D
参
照
。

「
其
百
九
十
四
」

十
三
行
竹
袖
中
牧

賓
扇
家
家
愛
緊
頭

蔵
得
秋
山
平
遠
書
一

鶉
青
紙
認
摺
痕
留

①
十
三
行
竹

②
緊
頭

十
三
行
の
竹

扇
を
宝
と
し

蔵
し
得
た
り
秋
山
平
遠
の
画

あ

せ

い

し

よ

う

こ

ん

鶉
青
紙
に
認
む
摺
痕
の
留
ま
る
を

折
り
畳
め
る
扇
の
こ
と
。
自
注
E
注
①
参
照
。

の
山
を
眺
め
る
構
図
。
宋
の
郭
思
「
林
泉
高
致
集
』
に
「
山
に
三
遠
有
り
。
山
下
自
り
し
て
山
顛
を
仰
ぐ
は
、
之
を
高
遠
と
謂
う
、
山
前
自
り
し
て
山

後
を
窺
う
は
、
之
を
深
遠
と
謂
う
、
近
山
自
り
し
て
遠
山
を
望
む
は
、
之
を
平
遠
と
謂
う
」
と
あ
る
。
ま
た
元
の
陶
宗
儀
『
綴
耕
録
』
巻
八
「
写
山
水

訣
」
に
は
「
山
は
三
遠
を
論
ず
。
下
従
り
相
い
連
り
て
断
た
ざ
る
は
、
之
を
平
遠
と
謂
う
。
近
き
従
り
隔
開
し
て
相
い
対
す
る
は
、
之
を
濶
遠
と
謂
う
、

④
騰
青
紙

し

て

き

し
て
毎
に
中
国
に
至
ら
し
む
る
に
、
或
い
は
摺
畳
扇
を
用
い
て
私
観
の
物
と
為
す
。
其
の
扇
は
鵡
青
紙
を
用
い
て
之
を
為
す
」
と
あ
る
。

十
三
本
の
竹
で
で
き
た
扇
は
袖
の
中
に
収
ま
る
ほ
ど
。
扇
を
珍
重
し
、
誰
も
が
緊
頭
を
愛
好
す
る
。
所
蔵
す
る
の
は
、
秋
の
山
が

遠
く
連
な
る
絵
の
施
さ
れ
た
扇
面
で
、
鶉
青
紙
に
は
折
り
じ
わ
が
残
っ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

一
に
取
杢
頭
と
名
づ
く
。
竹
を
削
り
て
十
三
行
と
為
し
、
長
さ
三
四
寸
、
之
を
腰
間
に
挿
す
。

亦
た
長
さ
二
尺
な
る
者
有
り
。
泥
金
紙
を
用
い
、
烏
木
の
柄
な
り
。
張
東
海
集
に
称
す
、
永
楽
中
に
倭
国
以
て
貢
に
充
て
、
成
祖
分
ち

家
家
袖
中
に
牧
め

し
ゅ
う
と
う

緊
頭
を
愛
す

黒
い
紙
。
宋
の
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』
巻
六
「
高
麗
国
」
に
「
彼

③
平
遠

人
を

山
水
画
の
技
法
。
近
く
の
山
か
ら
遠
く

[
韻
字
]
収
・
頭
・
留
（
下
平
十
一
尤
）
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九
0

)

。

者 色
は
黒
い
。

⑥
東
披
謂

①
摺
畳
扇

相
国
寺
に
遊
ぶ
に
、
日
本
国
の
扇
を
売
る
者
を
見
る
、
琴
漆
の

⑤
源
義
政

宋
の
江
少

②
泥
金
紙
金
箔
と
膠
に
よ
る
顔
料
を
塗
布
し
た
紙
。
③
烏
木
黒
檀
。
材
質
が
堅
く
、

て
群
臣
に
賜
い
、
又
た
其
の
製
に
倣
い
て
以
て
賜
予
に
供
し
、
遂
に
遍
＜
之
を
用
う
と
。
蓋
し
源
義
政
は
臣
を
我
に
称
せ
し
に
、
之
を

き

よ

う

ひ

ば

か

り

以
て
筐
籠
に
充
つ
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
宋
時
に
は
既
に
流
伝
有
り
、
東
披
謂
う
、
高
麗
の
白
松
扇
、
之
を
展
ぶ
る
に
広
さ
尺
許
、
之

を
合
す
る
に
止
だ
両
指
許
と
。
又
た
江
少
虞
の
皇
宋
類
苑
に
云
う
、
煕
宵
の
末
、
相
国
寺
に
滸
ぶ
に
、
日
本
の
扇
を
売
る
者
を
見
る
、

た
た

琴
漆
の
柄
あ
り
、
鶉
青
紙
を
以
て
し
、
餅
の
如
く
、
裸
み
て
旋
風
扇
と
為
し
、
淡
粉
も
て
平
遠
な
る
山
水
を
画
き
、
筆
勢
は
精
妙
な
り

み
ん

と
。
即
ち
摺
扇
な
り
。
日
本
人
は
書
画
を
喜
み
、
前
明
の
名
家
、
国
初
の
諸
老
の
扇
面
を
蔵
す
る
こ
と
至
だ
多
し
。

折
り
た
た
む
こ
と
の
で
き
る
扇
。
『
通
雅
』
巻
三
十
三
扇
に
は
「
摺
扇
は
、
東
裔
よ
り
起
こ
り
て
、
今
日
に
盛
ん
な
り
。
…
…
今
の
枇

の
用
う
る
所
の
摺
畳
扇
は
、
亦
た
衆
頭
扇
と
名
づ
く
」
と
あ
り
、
ま
た
明
の
文
震
亨
『
長
物
志
』
巻
七
「
扇
扇
墜
」
に
は
「
今
の
摺
畳
扇
は
、
古
は
取
永

頭
扇
と
称
す
、
乃
ち
日
本
の
進
む
る
所
な
り
」
と
あ
る
。

④
張
東
海
集

明
の
張
弼
『
張
東
海
文
集
』
巻
四
に
「
中
国
は
古
は
折
扇
無
し
、
嘗
て
王
秋
澗
記
を
見
る
に
、
元
の
初
め
東
南
夷
の
使

緊
頭
扇
を
持
す
る
に
、
当
時
諷
り
て
之
を
笑
う
。
我
が
朝
の
永
楽
の
初
め
、
始
め
て
特
だ
僕
隷
の
下
人
の
所
持
す
る
有
る
も
、
以
て
人
に
事
う
る

に
便
な
る
の
み
。
倭
国
の
貢
に
充
つ
る
に
及
び
、
太
宗
偏
＜
群
臣
に
賜
い
、
内
府
は
又
た
其
の
制
に
佑
い
、
以
て
賜
予
に
供
し
、
天
下
迫
ど
偏
＜
之
を

用
い
て
、
団
扇
革
ま
れ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
格
致
鏡
原
』
巻
五
十
八
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。

足
利
義
政
(
-
四
三
六
ー
一
四

『
格
致
鏡
原
』
巻
五
十
八
燕
賞
器
物
類
ニ
・
扇
「
摺
畳
扇
」
に
「
東
披
謂
え
ら
く
、
高
麗
の
白
松
扇
は
之
を
展
ぶ
れ
ば
広
さ
尺

ば
か
り

余
、
之
を
合
す
れ
ば
両
指
許
に
止
ま
る
。
正
に
今
の
摺
扇
は
蓋
し
北
宋
自
り
已
に
之
有
り
。
倭
人
も
亦
た
製
り
て
泥
金
面
、
烏
竹
骨
を
為
し
て
、
貢
に

充
つ
。
出
づ
る
こ
と
東
夷
自
り
す
る
は
果
し
て
然
り
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
か
。
蘇
賦
の
集
に
は
見
え
な
い
。

E
 

⑦
江
少
虞
皇
宋
類
苑

虞
（
生
卒
年
不
詳
）
の
『
宋
朝
事
実
類
苑
』
を
指
す
。
巻
六
十
に
「
熙
寧
の
末
、
予

柄
、
鵠
青
紙
の
厚
き
を
以
て
し
、
餅
の
如
く
、
裸
み
て
旋
風
扇
と
為
す
。
淡
粉
も
て
平
遠
な
る
山
水
を
画
き
、
…
…
意
思
深
遠
に
し
て
、
錐
勢
は
精
妙
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『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
扇
」
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

所
作
扇
有
上
平
下
円
如
古
之
便
面
者
、
有
作
方
体
如
古
之
方
麺
者
、
有
伸
如
手
掌
微
作
批
勢
如
今
之
掌
扇
者
、
通
行
則
用
団
扇
。
皆

削
竹
為
柄
、
其
一
節
細
剖
成
糸
、
以
縄
牽
制
之
使
分
張
如
翼
、
外
糊
以
紙
、
間
或
絵
山
水
人
物
。
其
価
至
賤
、
毎
柄
不
過
数
銭
。
盛
暑

G
 
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。

摺
畳
扇
（
扇
子
）
は
、
ま
こ
と
に
日
本
人
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
別
名
緊
頭
と
い
う
。
竹
を
削
っ
て
十
―
―
一
本
に
し
、
長
さ

は
三
四
寸
、
こ
れ
を
腰
に
さ
し
は
さ
む
。
長
さ
が
二
尺
の
も
の
も
あ
る
。
泥
金
紙
を
用
い
て
、
柄
は
黒
檀
で
あ
る
。
『
張
東
海
集
』
に
は
、

永
楽
年
間
に
倭
国
が
献
上
品
と
し
て
こ
れ
を
充
て
、
成
祖
が
こ
れ
を
群
臣
に
分
け
て
下
賜
し
、
ま
た
そ
の
製
法
に
倣
っ
て
賞
賜
の
品
に

供
し
た
の
で
、
か
く
て
広
く
こ
れ
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
源
義
政
が
我
が
国
に
臣
下
と
称
し
た
際
に
、
扇
を
献
上
品
に
充

て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
宋
の
時
代
に
は
す
で
に
扇
は
伝
わ
っ
て
お
り
、
蘇
東
披
が
、
高
麗
の
白
松
扇
は
、
こ
れ
を
広

げ
る
と
大
き
さ
は
一
尺
ほ
ど
で
、
こ
れ
を
畳
む
と
二
本
の
指
ほ
ど
の
幅
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
江
少
虞
の
『
皇
宋
類
苑
』
に
は
、

煕
寧
年
間
の
末
、
相
国
寺
に
遊
び
に
行
っ
た
折
、
日
本
の
扇
を
売
る
者
を
見
か
け
た
が
、
そ
れ
は
琴
漆
の
柄
で
、
騰
青
紙
を
施
し
て
お

り
、
餅
の
よ
う
で
、
折
り
た
た
ん
で
旋
風
扇
と
な
る
。
淡
粉
で
平
遠
な
る
山
水
を
描
き
、
そ
の
箪
勢
は
精
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
書
画
を
好
み
、
前
代
の
明
の
名
家
や
、
国
朝
初
期
の
諸
老
の
扇
面
を
蔵
す

つ
ま
り
こ
れ
は
摺
扇
（
扇
子
）

F
 

⑨
淡
粉

な
り
、
中
国
の
善
く
画
く
者
も
、
或
い
は
能
く
せ
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
な
お
、
自
注
の
こ
の
部
分
は
底
本
の
旬
読
を
改
め
た
。

る
漆
。
李
商
隠
「
騒
児
」
詩
に
「
射
を
曲
げ
て
窓
の
網
を
牽
き
、
略
唾
し
て
琴
の
漆
を
拭
う
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
漆
を
塗
っ
た
よ
う
な
材
質
の
柄
か
。

f
)
ふ
ん

胡
粉
の
こ
と
か
。
貝
殻
等
で
作
ら
れ
た
日
本
画
で
用
い
ら
れ
る
白
色
の
絵
具
。

⑧
琴
漆

琴
に
塗
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て
界
道
を
絹
素
に
成
す
有
り
、
之
を
烏
糸
欄
、
朱
糸
欄
と
謂
う
」
と
あ
り
、
も
と
は
白
絹
に
罫
線
を
織
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
宋
の
曾

慌
『
類
説
』
巻
二
十
六
「
烏
糸
欄
紙
」
に
は
「
宋
壱
の
間
に
紙
の
織
り
て
界
道
を
成
す
者
有
り
、
之
を
烏
糸
欄
紙
と
謂
う
」
と
あ
り
、
紙
に
も
施
す
よ

書
家
察
襄
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
南
宋
の
陸
滸
「
遣
興
」
詩
に
は
、
「
烏
糸
の
聞
上

う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
の
濯
之
涼
『
書
法
離
鈎
』
巻
五
に
は
「
烏
糸
蘭
な
る
者
は
察
襄
の
専
ら
と
す
る
所
な
り
」
と
あ
り
、
特
に
北
宋
の

詩
初
め
て
就
り
、
緑
綺
の
声
中
酒
半
ば
釣
ゆ
」
と
見
え

B
 

時
堆
溢
塵
陣
、
有
購
物
者
輛
挙
―
二
柄
贈
人
、
其
旧
習
也
。
若
可
以
摺
畳
者
一
名
撒
扇
、
又
名
緊
頭
扇
、
中
古
時
将
士
臨
陣
、
変
古
人

羽
扇
之
制
用
以
指
揮
軍
士
、
其
柄
繋
以
流
蘇
。
世
伝
将
軍
源
義
家
軍
扇
以
竹
為
骨
、
凡
十
二
行
、
長
一
尺
二
寸
、
表
裏
用
朱
銀
分
絵
日

月
。
後
有
用
鉄
骨
者
、
足
利
氏
称
臣
於
明
、
毎
以
充
貢
、
中
国
頗
盛
行
。
（
摺
畳
扇
本
始
於
東
人
、
宋
時
既
有
流
伝
、
自
明
以
来
盛
行
於
世
。
据

劉
元
卿
『
賢
突
編
』
、
張
東
海
『
貴
耳
集
』
謂
、
永
楽
之
初
、
惟
僕
御
下
人
始
用
之
。
及
成
祖
偏
賜
群
臣
、
内
府
又
倣
其
制
以
供
賜
予
、
遂
盛
行
於
憔
云
。
）

高
麗
諸
国
亦
習
其
製
。
今
製
長
僅
三
四
寸
、
竹
皆
十
三
行
、
或
有
数
十
行
者
。
柄
或
用
烏
木
、
或
用
鯨
骨
、
象
牙
。
近
日
又
喜
緊
羽
為

扇
、
鵜
翅
、
鷺
羽
、
雀
翠
、
離
領
、
長
或
二
尺
、
貫
以
採
縄
、
繋
以
明
珠
、
光
采
射
人
。
西
四
婦
女
喜
購
之
、
又
遍
伝
於
泰
西
突
。

「
其
百
九
十
五
」

不
用
文
人
愁
紙
貴

淡
黄
遍
種
瑞
香
花

①
闊
画
烏
絲

軽
於
蝉
翼
薄
於
紗

闊
璽
烏
絲
整
又
斜

A
 

「
烏
糸
の
闊
」
、
つ
ま
り
「
烏
糸
欄
」
の
こ
と
。
黒
い
罫
線
を
引
く
こ
と
。
唐
の
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
下
に
「
宋
奄
の
間
に
織
り

淡
黄
文
人

紙
の
貴
き
を
愁
う
る
を
用
い
ず

遍
く
種
う
瑞
香
花

蝉
翼
よ
り
も
軽
く
紗
よ
り
も
薄
し

ら
ん闊
は
烏
糸
を
画
き
て
整
又
た
斜

[
韻
字
]
紗
・
斜
・
花
（
下
平
六
麻
）
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か
た
ず
、
蛮
箋
幅
幅
終
に
紋
を
成
す
。
敗
紫
を
し
て
新
様
に
翻
ら
し
む
る
に
任
せ
、
過
眼
空
し
く
裁
つ
一
段
の
雲
」
と
詠
じ
、
そ
の
自
注
に
「
東

⑥
漿
ど
ろ
ど
ろ
と
し
た
濃
い
液
体
。

何
如
障
が
日
本
駐
在
中
に
著
し
た
詩
集
。
其
五
十
七
首
に
「
経
緯
機
に
当
り
尚
お
未
だ
分

用
い
ら
れ
る
。

E

①
構

瑞
香
は
沈
丁
花
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
黄
瑞
香
、
す
な
わ
ち
和
紙
の
原
料
と
す
る
沈
丁
花
科
の
ミ
ツ
マ
タ
を
特
に
指
し
て
い
る
。

蝉
の
羽
よ
り
も
軽
く
、
羅
紗
よ
り
も
薄
い
。
黒
い
糸
の
よ
う
な
罫
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
ま
っ
す
ぐ
で
あ
っ
た
り
、
斜
め

み

つ

ま

た

に
な
っ
て
い
た
り
す
る
。
文
人
は
紙
が
高
価
だ
と
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
淡
黄
色
の
瑞
香
花
が
あ
ち
こ
ち
に
植
わ
っ
て
い
る
。

こ

う

ぞ

げ

ん

か

ぎ

よ

う

か

ず

い

こ

う

紙
を
造
る
に
竹
を
以
て
せ
ず
、
構
を
用
い
梢
を
用
い
る
の
法
は
、
中
土
に
同
じ
。
更
に
先
花
・
莞
花
・
瑞
香
花
を
用
い
て
製
る
者

が
ん
ぴ

有
り
。
瑞
香
は
或
い
は
黄
或
い
は
白
、
皆
な
製
る
べ
し
。
莞
花
を
以
て
製
る
者
は
、
雁
皮
と
名
づ
く
、
皆
な
至
だ
薄
く
し
て
極
め
て
靱

せ

ん

こ

う

こ

う

も

し
、
色
は
潔
白
に
し
て
繊
嘔
の
垢
無
く
、
之
を
以
て
碑
帖
を
鉤
攀
す
れ
ば
．
実
に
上
品
な
り
。
余
又
た
人
の
言
え
る
を
聞
く
、
凡
そ
樹

い

し

よ

う

な

ら

は

い

じ

よ

皮
草
根
は
、
之
を
熟
り
て
漿
と
成
す
者
は
、
多
く
紙
を
造
る
べ
し
と
云
う
。
近
ご
ろ
西
法
に
佑
い
、
復
た
敗
如
糸
を
以
て
之
を
為
す
。
使

じ

ゅ

う

さ

い

f

)

う

ら

ん

じ

よ

う

ち

ょ

う

き

ん

東
雑
詠
の
詩
註
に
日
く
、
敗
如
糸
は
、
機
器
も
て
揉
砕
熟
爛
す
れ
ば
、
其
の
白
く
し
て
茸
な
る
を
視
る
、
水
を
用
い
て
調
句
し
、
機
に

り
ん
て
い

由
り
て
之
を
出
す
、
機
は
輪
週
し
て
転
じ
、
漿
を
潟
し
て
幅
を
成
し
、
腐
れ
る
者
は
新
た
に
、
厚
き
者
は
薄
く
、
湿
れ
る
者
は
乾
き
、

頃
刻
し
て
即
ち
就
る
。
堅
緻
な
る
こ
と
雪
の
如
し
と
。

梶
の
木
。
樹
皮
が
和
氏
の
原
料
と
な
る
。

き
が
ん
ぴ

黄
雁
皮
。
花
は
白
色
、
淡
黄
色
。
樹
皮
を
紙
の
原
料
と
す
る
。

⑦
使
東
雑
詠

④
斃
花

D
 
c
 

春
に
黄
色
の
花
を
つ
け
る
。

る。

②
瑞
香
花

②
梧

樹
皮
を
和
紙
の
原
料
と
す
る
。

⑤
鉤
畢

輪
郭
を
な
ぞ
っ
て
模
写
す
る
。
籠
写
し
。

③
完
花
ふ
じ
も
ど
き
。
中
国
原
産
で
薬
用
に
も
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G
 

じ
よ
う

西
法
に
倣
い
紙
を
造
る
。
広
く
敗
架
を
収
め
、
機
を
以
て
揉
砕
然
爛
す
。
其
の
白
く
し
て
茸
な
る
を
視
る
や
、
復
た
水
を
用
い
て
調
句
し
、
機
に

か

わ

そ

そ

逓
る
が
わ
る
転
じ
、
漿
を
潟
ぎ
幅
を
成
す
。
腐
れ
る
者
は
新
た
に
、
厚
き
者
は
薄
く
、
湿
れ
る
者
は
乾
く
。
小
頃
に
し
て

由
り
て
之
を
出
す
。
機
輪

即
ち
就
り
、
堅
緻
な
る
こ
と
雪
の
如
し
。
製
造
の
巧
み
な
る
こ
と
、
真
に
朽
腐
を
化
し
て
神
奇
と
為
す
な
り
」
（
『
何
如
埠
集
』
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇

1
 

0

)

と
あ
る
。
⑧
茸
芽
吹
い
た
ば
か
り
の
草
や
う
ぶ
毛
の
よ
う
に
、
細
く
て
柔
ら
か
い
さ
ま
。
宋
玉
「
小
言
賦
」
に
「
霞
末
の
微
蔑
な
る
よ
り

も
繊
や
か
に
し
て
、
茸
毛
の
方
に
生
ぜ
し
よ
り
も
栖
し
。
」

贅
桁
の
こ
と
を
指
す
か
。

紙
を
造
る
の
に
竹
は
用
い
な
い
。
構
や
格
を
用
い
る
方
法
は
、
中
国
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
尭
花
、
莞
花
、
瑞
香
花
で
つ

く
る
も
の
が
あ
る
。
瑞
香
は
黄
色
や
白
色
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
斃
花
で
つ
く
っ
た
も
の
は
雁
皮
と
呼
ば
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
非
常
に
薄
い
が
極
め
て
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
色
は
真
っ
白
で
、
少
し
の
汚
れ
も
な
い
。
こ
れ
で
碑
帖
の
輪
郭
を
な
ぞ

し
る

れ
ば
、
実
に
上
品
で
あ
る
。
ま
た
私
が
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
凡
そ
樹
皮
や
草
の
根
は
、
こ
れ
を
水
で
煮
詰
め
る
と
漿
に
な

り
、
多
く
は
紙
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
近
頃
は
西
洋
の
や
り
方
に
な
ら
っ
て
、
く
ず
綿
で
紙
を
作
る
。
『
使
東
雑
詠
』
の
詩
の

注
に
、
く
ず
綿
は
、
機
器
で
揉
み
砕
い
て
煮
崩
れ
る
ほ
ど
に
煮
る
と
、
白
く
て
細
く
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
水
で
む
ら

の
な
い
よ
う
に
均
し
く
と
と
の
え
た
ら
、
紙
漉
き
の
簑
桁
で
こ
れ
を
取
り
出
し
、
簑
桁
を
順
番
に
か
わ
る
が
わ
る
動
か
し
て
、
漿
を
漉

い
て
一
幅
の
紙
と
し
、
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
新
し
い
紙
と
し
、
分
厚
か
っ
た
も
の
を
薄
く
し
、
湿
っ
て
水
気
を
含
ん
で
い

た
も
の
を
乾
燥
さ
せ
、
し
ば
ら
く
す
る
と
で
き
あ
が
る
。
そ
の
丈
夫
で
細
緻
な
さ
ま
は
雪
の
よ
う
だ
、
と
あ
る
。

F
 

人

『
日
本
国
志
』
巻
四
十
「
工
芸
志
」
の
「
紙
」
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

⑪
輪
蓮

順
番
に
か
わ
る
が
わ
る
。

⑫
潟
漿

⑨
調
句

潟
は
注
ぐ
音
唸
贅
桁
に
濃
い
液
体
を
注
ぎ
こ
ん
で
紙
を
漉
く
こ
と
。

と
と
の
え
る
こ
と
。
調
均
に
同
じ
。

⑩
機

)
こ
で
は
紙
漉
き
に
用
い
る
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造
紙
不
以
竹
、
用
構
用
梢
之
法
、
同
於
中
土
、
更
有
用
尭
花
、
莞
花
、
瑞
香
花
製
者
、
瑞
香
或
黄
或
白
、
皆
可
製
。
以
葵
花
製
者
名

雁
皮
紙
、
至
薄
極
靱
、
色
潔
白
無
繊
峯
垢
、
以
之
鉤
拳
碑
帖
、
実
上
品
也
。
近
倣
西
法
、
多
以
敗
架
為
之
。
聞
樹
根
草
皮
蒸
之
成
漿
者
、

均
可
造
紙
。
紙
名
至
多
、
不
可
勝
録
也
。

（
以
上
、
林

（
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C

（
課
題
番
号
2
2
K
0
0
3
6
6
)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）

（
り
ゅ
う
う
ち
ん
・
南
開
大
学
教
授
）

は
や
し
か
な
・
京
都
府
立
大
学
教
授
）

香
奈
）
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